
松江の橋
原田美恵子

①幸橋（さいわいはし）　平成 15 年竣工
最初に出会った記念すべき橋、幸橋。長さよ
り幅の方が広く、不思議な感じの橋だった。
「松江の玄関」というような趣も感じられた。
しかし「近代的で情緒がない」「橋らしくない」
という感想も。

城下町松江には橋がたくさんある。水の都と呼ばれるように、川
や宍道湖など、水を身近に感じることができる町である。張り巡
らされた堀や水路にかけられた橋は 600 ほどもあるそうだ。そん
な松江の橋、特に松江城を囲む堀川にかかる橋をこの目でじっく
り観察しようと、8月某日、夏真っ盛りの暑い日に私たち 5人の
編集部員は県庁前に集まった。

④新栄橋（しんさかえばし）
栄橋を過ぎ、新栄橋にたどり
着いた。すぐ近くに甲部橋が
あり、橋の交差点のようだっ
た。「適当な感じの橋」「予算
をかけてなさそう」という感
想が多かったが、堀川に出っ
張りがあって、そこから橋が
かけられていて「趣がある」
という人もいた。

⑦米子橋（よなごばし）
遊覧船から見ると、とて
も趣があるように見える
米子橋。実際に歩いてみ
ると、何の変哲もない橋
で、片方だけに遊覧船用
の飾りがついているとい
うものだった。普段は注
意して見ない橋の意外な
一面を垣間見ることがで
きた。

⑥新米子橋（しんよなごばし）
平成 3年竣工
さらに東へ進んで扇橋を見た
後、引き返して甲部橋から北
へ進み、新米子橋に着く。人
しか渡れない小さな橋で、「レ
トロでかわいい」と好評。木
で造ってあるように見えたが、
実はコンクリート。意外と新
しい橋だった。

③東京橋（ひがしきょう
はし）　昭和 44 年竣工
カラコロ広場を過ぎ東京
橋へ。「とうきょうばし」
と読んでしまいそうにな
るが、「ひがしきょうはし」
と読むことにみんな驚い
ていた。扇形の変な形の
橋だが、「古くて京橋より
こっちの方がいい」とい
う人も。

②京橋（きょうはし）　平成 8年竣工
柳のたくさん植わっている道を東へ進むと京橋がある。「洋
風で気に入った」「ハイカラなデザインできれい。明治っぽい」
とみんなに好評だった。「50 年くらい後に歴史を感じさせる
橋になりそうだ」という感想も。

⑤鍛冶橋（かじはし）　昭和 7年竣工
頑丈そうな鍛冶橋。両側の道路がずれているために、
道路に対して斜めに橋がかかっている。欄干には車
がぶつかった跡も見られた。斜めってことが分から
なくて、まっすぐ進んでぶつかったのだろうか。

～今と昔をつなぐ～

⑨ ⑧

⑦

⑥

⑤④
③②



⑬亀田橋（かめだばし）　昭和 51 年竣工
萌音という団子屋さんで元気を回復し、亀田橋へやっ
てきた。木製で、歴史を感じさせる橋だった。欄干
の下の方から木が生えていて、みんな驚いていた。

⑮鵜部屋橋（うべやばし）
遊覧船に乗ると、くぐるのが一番たいへんな
鵜部屋橋。天井は低く、幅も遊覧船が通るの
にギリギリ。橋の上は普通の道路って感じで、
歩いていると橋だということが分かりにくい
が、堀川遊覧の楽しみの一つである。

⑧普門院橋（ふもんいんはし）
平成 2年竣工
米子橋の次は普門院橋。小泉
八雲が最初に書いた怪談、「小
豆磨ぎ橋」に出てくる普門院。
昔の雰囲気をかもしだしてい
て、夜に来ると怖そうという
印象だった。⑨北堀橋（きたほりばし）

昭和 39 年竣工
この橋は今までの橋とは形が
違っていた。また、欄干に擬
宝珠がついていたが、橋の建
造とは別に後からつけられた
ような感じだった。

⑭千鳥橋（ちどりばし）
平成 6年竣工
県庁の窓から覗く「しま
ねっこ」を横目に千鳥橋に
たどり着いた。この橋は江
戸時代には「御廊下橋」と
呼ばれ、松江城の中心と三
之丸御殿を結ぶ、重要な橋
だったとか。現在はないが、
屋根がかかっていたとい
う。まるくてやさしさがあ
る、歩きやすそうな橋だっ
た。

⑫新橋（しんはし）
平成 13 年竣工
稲荷橋を渡って城山を出る
と、すぐの所に新橋。歩道部
分と車道部分の高さがずいぶ
ん違っていて、しかも趣まで
違う。時代の違う橋が二つくっ
ついたという感じ。「段差が面
白い」「情緒がある」とみんな
にも人気だった。この辺りま
で来ると、暑さと疲労で足取
りが重くなってきていた。

⑪北惣門橋（きたそうもんばし）
平成 6年竣工
明治時代に石造りになった北惣門
橋だが、平成になって史跡にふさ
わしい江戸時代の木橋へとつくり
変えられたそうだ。車も通れるよ
うになっている。木がいい感じに
古びていると好評だった。

⑩宇賀橋（うがはし）
昭和 48 年竣工
この橋は古くて趣があり、木の
様子がまさに城下町という感じ
だった。欄干が凝っていて、「今
までの橋で一番景観に合ってい
る」という人も。松江城に近づ
くにつれて、景観を考慮した橋
が多く見られた。

最後に遊覧船に乗り解散となった。
遊覧船から見ると、歩いてまわった
橋のどれもが少し違って見えて新鮮
だった。私たちが見た橋はほんの一
部。ほかにも橋はたくさんある。普
段あまり注目されない橋だが、たま
には気に留めてみると新しい発見が
あるかもしれない。

①

⑮

⑭

⑬

⑫

⑪

⑩
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自
分
の
ル
ー
ツ
は
ノ
ル
マ
ン
？

　

一
昨
年
の
秋
、
ア
メ
リ
カ
は
ノ
ー
ス
カ
ロ
ラ

イ
ナ
に
住
む
レ
イ
・
ハ
ー
ン
（Ray H

earne

）

と
い
う
年
輩
の
女
性
が
私
を
訪
ね
、
数
十
頁

の
コ
ピ
ー
の
束
を
手
渡
し
て
行
っ
た
。
そ
れ

は
『
ハ
ー
ン
家
の
歴
史
（H

earne H
istory

）』

と
い
う
本
の
一
部
で
、「
ハ
ー
ン
」
と
い
う
姓

の
綴
り
はH

airun, H
eiron, H

eron, H
earn, 

H
earne, H

earon, H
erron

の
七
種
類
が
み
ら

れ
る
が
、
そ
の
ル
ー
ツ
は
す
べ
て
ノ
ル
マ
ン
人

に
行
き
つ
く
と
書
か
れ
て
あ
っ
た
。

　

ノ
ル
マ
ン
人
は
も
と
も
と
ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ
ア

半
島
や
デ
ン
マ
ー
ク
地
方
を
拠
点
と
す
る
狩

猟
・
漁
労
民
で
、
八
世
紀
頃
か
ら
バ
イ
キ
ン
グ

と
し
て
各
地
の
海
岸
地
帯
を
攻
略
し
、
十
世
紀

は
じ
め
に
は
北
フ
ラ
ン
ス
に
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
ー

公
国
を
建
て
た
。
レ
イ
・
ハ
ー
ン
さ
ん
も
最
近
、

北
仏
ル
ー
ア
ン
に
旅
を
し
て
こ
の
資
料
を
手
に

入
れ
た
と
い
う
。
以
来
、ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー

ン
と
い
う
作
家
に
、姓
の
綴
り
は
違
う
も
の
の
、

特
別
な
親
近
感
を
覚
え
て
、
来
日
の
機
会
に
松

江
を
訪
ね
た
と
い
う
わ
け
だ
。

　

私
自
身
は
、
自
分
の
ル
ー
ツ
に
関
し
て
、
と

く
に
千
年
も
前
の
先
祖
の
こ
と
に
は
さ
し
て
関

心
は
な
か
っ
た
。
で
も
少
し
気
が
か
り
な
こ
と

が
あ
る
。
初
期
の
ハ
ー
ン
の
伝
記
に
は
概
し
て

父
方
の
先
祖
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
北
部
ノ
ー
ザ

ノルマンディー
小旅行
――ルーツをもとめて――

小 泉　凡

■ル・アーブル駅に到着。

ン
バ
ラ
ン
ド
州
の
田
舎
町
の
城
主
で
そ
の
子
孫

が
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
渡
っ
た
と
し
て
い
る
が
、

最
近
で
は
、
ハ
ー
ン
家
の
先
祖
は
ア
イ
ル
ラ
ン

ド
土
着
の
ケ
ル
ト
系
だ
と
考
え
る
説
が
有
力
に

な
っ
て
き
て
、
と
も
す
る
と
こ
れ
で
決
着
し
そ

う
な
気
配
さ
え
あ
る
。

　

し
か
し
、
完
全
な
証
拠
が
な
い
ま
ま
に
ど

ち
ら
か
一
方
に
固
定
す
る
こ
と
は
避
け
た
い
。

ル
ー
ツ
探
究
の
夢
は
後
世
に
残
し
て
お
い
た
方

が
楽
し
い
。
実
際
、
レ
イ
さ
ん
か
ら
も
ら
っ
た

コ
ピ
ー
に
は
、
ハ
ー
ン
家
（
フ
ラ
ン
ス
語
で
は

ヘ
ロ
ン
家
と
呼
ぶ
）
は
北
仏
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
ー

地
方
に
い
た
が
、
一
〇
六
六
年
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

王
エ
ド
ワ
ー
ド
の
死
去
に
際
し
、
ノ
ル
マ
ン

デ
ィ
ー
公
ウ
ィ
リ
ア
ム
が
王
位
を
要
求
し
て
侵

入
し
た
い
わ
ゆ
る
ノ
ル
マ
ン
・
コ
ク
エ
ス
ト
の

際
に
、ウ
ィ
リ
ア
ム
に
つ
き
従
っ
て
渡
英
し
た
。

そ
の
子
孫
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ヘ
ロ
ン
が
ノ
ー
ザ ■旅の同行者タキス・エフスタシウ氏。
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ン
バ
ラ
ン
ド
の
バ
ン
ボ
ロ
ー
城
の
城
主
に
な
っ

た
と
書
か
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
が
事
実
だ
と
す
れ
ば
、
ラ
フ
カ
デ
ィ

オ
・
ハ
ー
ン
が
通
っ
て
い
た
聖
カ
ス
バ
ー
ト
校

は
ノ
ー
ザ
ン
バ
ラ
ン
ド
の
す
ぐ
南
の
ダ
ー
ラ
ム

に
あ
り
、
ま
た
フ
ラ
ン
ス
で
留
学
し
た
可
能
性

が
あ
る
と
い
わ
れ
て
き
た
イ
ヴ
ト
ー
の
神
学
校

は
、
ハ
ー
ン
家
の
ま
さ
に
ル
ー
ツ
の
場
所
ノ
ル

マ
ン
デ
ィ
ー
地
方
に
あ
る
。
も
し
か
す
る
と
、

ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
を
育
ん
だ
大
叔
母
サ
ラ
が
そ
の

ル
ー
ツ
の
こ
と
を
理
解
し
て
い
て
、
ノ
ル
マ
ン

デ
ィ
ー
と
北
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
学
校
に
ハ
ー
ン

を
留
学
さ
せ
た
と
い
う
推
測
が
許
さ
れ
る
か
も

し
れ
な
い
。

　

そ
ん
な
想
像
を
し
て
い
る
う
ち
に
、
根
っ
か

ら
の
放
浪
癖
が
顔
を
出
し
、
だ
ん
だ
ん
地
に
足

が
つ
か
な
く
な
っ
て
き
た
。
遠
い
先
祖
の
足
跡

を
訪
ね
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
ほ
と
ん
ど
下

調
べ
を
す
る
暇
も
な
い
ま
ま
に
、
今
年
の
五
月

連
休
の
は
じ
ま
り
の
日
に
、
弾
丸
旅
行
に
出
発

し
た
。

パ
リ
か
ら
ル
ー
ア
ン
へ

　

パ
リ
の
シ
ャ
ル
ル
・
ド
ゴ
ー
ル
空
港
に
着
い

た
の
は
、
四
月
三
十
日
の
早
朝
。
こ
こ
で
ギ
リ

シ
ャ
人
の
友
人
タ
キ
ス
・
エ
フ
ス
タ
シ
ウ
が
到

着
す
る
の
を
待
つ
。
彼
は
こ
こ
数
年
、
ハ
ー
ン

の
足
跡
を
旅
す
る
こ
と
に
関
心
を
も
ち
、
松
江

に
も
何
度
も
足
を
運
ん
で
い
る
。
恐
る
べ
き
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
持
ち
主
で
、
た
い

て
い
、
初
対
面
の
人
で
も
、
も
の
の
二
、三
分

で
旧
知
の
よ
う
な
関
係
を
つ
く
っ
て
し
ま
う
。

反
面
、
地
図
や
時
刻
表
を
読
む
の
が
め
っ
ぽ
う

苦
手
で
、
ひ
と
り
旅
は
ま
ず
し
な
い
。
私
と
正

反
対
だ
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
得
意
分
野
を
生
か
し
て
旅
の
役

割
分
担
を
決
め
、ま
ず
は
私
の
リ
ー
ド
で
パ
リ
・

サ
ン
・
ラ
ザ
ー
ル
駅
を
め
ざ
す
。
彼
は
空
港
に

い
た
カ
ナ
ダ
人
や
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
人
に
さ
っ
そ

く
話
し
か
け
、「
こ
の
男
の
後
を
つ
い
て
い
け

ば
間
違
い
な
い
」
な
ど
と
余
計
な
こ
と
を
言
う

が
、
パ
リ
市
内
に
電
車
で
入
る
の
は
意
外
と
難

し
い
の
で
、
内
心
ド
キ
ド
キ
し
て
い
る
。
Ｒ
Ｅ

Ｒ
と
い
う
郊
外
に
向
か
う
鉄
道
と
メ
ト
ロ
と
が

複
雑
に
入
り
組
ん
で
い
る
か
ら
だ
。
パ
リ
北
駅

が
パ
リ
に
比
べ
て
一
段
と
肌
寒
さ
を
感
じ
る
。

駅
で
も
う
一
人
の
知
人
が
合
流
す
る
。
彼
は

フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ブ
ル
ネ
ッ
ト
と
い
う
ル
ー
ア
ン

大
学
の
教
授
で
ア
フ
リ
カ
の
民
族
音
楽
と
古
代

ギ
リ
シ
ャ
芸
術
を
専
門
と
し
て
い
る
。
こ
の
旅

の
直
前
に
タ
キ
ス
の
友
人
の
ギ
リ
シ
ャ
人
作
家

バ
ビ
ス
・
プ
レ
イ
タ
キ
ス
さ
ん
が
自
分
の
学
生

時
代
の
親
友
だ
と
い
っ
て
紹
介
し
て
く
れ
た
人

だ
。
楽
器
を
持
っ
て
現
れ
た
の
で
初
対
面
だ
が

す
ぐ
に
わ
か
っ
た
。

　

中
心
街
ヴ
ュ
ー
・
マ
ル
シ
ェ
近
く
に
あ
る

ホ
テ
ル
に
徒
歩
で
向
か
い
、
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン

を
済
ま
せ
て
町
に
で
る
。
ホ
テ
ル
の
す
ぐ
前

に
は
、
救
国
の
少
女
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル
ク
が

一
四
三
一
年
五
月
三
十
日
に
魔
女
と
し
て
断
罪

さ
れ
、
十
九
歳
の
若
さ
で
火
刑
に
処
せ
ら
れ
た

処
刑
場
跡
が
あ
っ
た
。
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
ー
地
方

独
特
の
木
骨
組
み
切
妻
壁
を
も
つ
ハ
ー
フ
テ
ィ

ン
バ
ー
・
ス
タ
イ
ル
の
古
風
な
建
物
が
並
ぶ
町

並
み
を
散
策
し
三
人
で
遅
い
軽
め
の
昼
食
。
ワ

ま
で
は
Ｒ
Ｅ
Ｒ
で
乗
り
換
え
な
し

に
行
け
る
が
、
そ
こ
で
下
車
し
て

マ
ジ
ャ
ン
タ
駅
ま
で
歩
き
、
東
方

面
か
ら
来
る
Ｒ
Ｅ
Ｒ
に
乗
り
換

え
、
サ
ン
・
ラ
ザ
ー
ル
駅
に
行
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

何
と
か
無
事
到
着
。
こ
こ
か
ら

十
二
時
五
十
分
発
の
ル
ー
ア
ン
行

き
の
中
距
離
通
勤
電
車
の
二
階
席

に
座
り
、
し
ば
し
安
心
し
て
セ
ー

ヌ
河
畔
の
過
ぎ
ゆ
く
風
景
を
楽
し

む
。
印
象
派
の
画
家
た
ち
が
好
ん

で
訪
れ
た
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
ー
へ
の

道
は
、
穏
や
か
な
光
に
包
ま
れ
て

実
に
牧
歌
的
な
風
景
だ
っ
た
。

　

午
後
二
時
に
ル
ー
ア
ン
に
到

着
。
天
気
は
予
報
ほ
ど
悪
く
な
い

■シャルル・ドゴール空港。案内
板がパリに来た実感を与える。

■ルーアン駅で。フィリップ・ブルネット氏との出会い。

■ルーアンのシンボル、ノートルダム大
聖堂。

■（上）ノルマンディー
名産の牡蠣。（右）ノル
マンディーの地ビール。
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を
褒
め
称
え
「
僕
た
ち
の
た
め

に
パ
ン
に
チ
ー
ズ
と
パ
テ
を
は

さ
ん
で
く
れ
な
い
。
で
き
れ
ば

コ
ー
ヒ
ー
も
！
」
と
頼
ん
で
い

る
。
何
と
、
チ
ー
ズ
屋
で
朝
ご

は
ん
を
作
っ
て
も
ら
お
う
と
い

う
魂
胆
だ
。
し
か
し
、
彼
が

頼
む
と
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
微

笑
み
な
が
ら
、
フ
ラ
ン
ス
パ

ン
に
パ
テ
と
チ
ー
ズ
を
挟
ん

で
、
コ
ー
ヒ
ー
ま
で
入
れ
て
く

れ
た
。
そ
し
て
、
松
江
で
レ
イ

さ
ん
か
ら
も
ら
っ
た
コ
ピ
ー
に

の
っ
て
い
た
十
世
紀
に
建
て
ら
れ
た
と
い
う

「
ヘ
ロ
ン
城
（Chateau du H

eron

）」
の
写

真
を
見
せ
て
聞
い
て
み
た
。
す
る
と
、「
あ
っ
、

こ
れ
知
っ
て
る
。
一
九
四
〇
年
過
ぎ
ま
で
こ
こ

か
ら
四
五
キ
ロ
ほ
ど
離
れ
た
ヘ
ロ
ン
村
（Le 

H
éron

）に
あ
っ
た
の
よ
」と
、教
え
て
く
れ
た
。

そ
う
か
、
で
も
、
も
う
城
は
な
い
の
だ
。

　

こ
の
地
方
で
は
一
九
四
〇
年
代
と
い
う
の
が

大
き
な
意
味
を
持
っ
て
語
ら
れ
る
。
そ
れ
は
第

二
次
世
界
大
戦
末
期
に
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
元
帥

の
指
揮
の
も
と
に
行
わ
れ
た
兵
員
八
万
人
に
よ

る
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
ー
上
陸
作
戦
だ
。
そ
れ
に

よ
っ
て
フ
ラ
ン
ス
は
解
放
さ
れ
る
が
、
こ
の
地

方
の
多
く
の
建
物
が
米
軍
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ

た
こ
と
も
悲
し
い
歴
史
の
ひ
と
コ
マ
だ
。
ヘ
ロ

ン
村
に
つ
い
て
は
、
昨
夜
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
が
友

人
に
電
話
で
場
所
を
確
認
し
て
地
図
を
も
ら
っ

て
お
い
て
く
れ
た
の
で
、
こ
れ
で
何
と
か
訪
ね

る
こ
と
が
で
き
そ
う
だ
。
そ
し
て
ヘ
ロ
ン
城
が

あ
っ
た
場
所
が
、
今
も
「
ヘ
ロ
ン
村
」
と
呼
ば

れ
て
い
る
こ
と
も
わ
か
っ
た
。

ヘ
ロ
ン
村

　

す
ぐ
に
タ
ク
シ
ー
を
チ
ャ
ー
タ
ー
し
、
ヘ
ロ

ン
村
へ
急
い
だ
。
道
す
が
ら
、
咲
き
乱
れ
る
コ

ル
ザ
と
い
う
菜
種
に
似
た
黄
色
い
花
が
、
牧

草
地
に
彩
を
添
え
て
い
た
。
小
一
時
間
で
到

着
。
牧
草
地
の
背
後
に
森
が
あ
り
、
美
し
い
ア

ン
デ
ル
川
が
流
れ
て
い
る
。
実
に
静
か
な
と
こ

ろ
だ
。
村
の
入
口
に
あ
る
看
板
に
眼
が
と
ま
っ

た
。「
よ
う
こ
そ
ヘ
ロ
ン
村
へ
（Bienvenue 

au H
eron

）」
と
あ
り
、
そ
の
上
に
鷺
の
絵
が

描
か
れ
て
い
る
。

　

フ
ラ
ン
ス
語
で
「
ヘ
ロ
ン
」
は
鷺
を
意
味
す

る
。
実
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
ハ
ー
ン
家
の
家
紋

に
も
四
羽
の
鷺
が
描
か
れ
て
お
り
、
そ
れ
を

知
っ
て
い
た
ハ
ー
ン
は
松
江
で
同
僚
の
美
術
教

師
・
後
藤
金
弥
に
下
げ
羽
の
鷺
を
図
案
化
し
て

も
ら
い
、
後
に
小
泉
家
の
家
紋
と
し
た
。「
鷺
」

の
家
紋
を
通
じ
て
こ
の
村
に
急
に
親
近
感
が
湧

い
て
き
た
。
村
人
に
た
ず
ね
る
と
、
ア
ン
デ
ル

川
に
は
小
魚
が
多
く
、
そ
れ
を
狙
っ
て
今
で
も

鷺
が
い
っ
ぱ
い
や
っ
て
く
る
。
だ
か
ら「
鷺（
ヘ

ロ
ン
）」
と
い
う
地
名
に
な
っ
た
と
い
う
。

　

家
紋
と
い
え
ば
こ
ん
な
出
来
事
が
か
つ
て

あ
っ
た
。
山
下
汽
船
に
勤
務
し
て
い
た
私
の
父

が
、
戦
争
中
、
軍
用
船
で
遠
洋
航
海
に
出
た
際
、

世
界
で
も
っ
と
も
深
い
マ
リ
ア
ナ
海
溝
で
撃
沈

さ
れ
、
海
に
投
げ
出
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
し
ば

ら
く
し
て
日
本
の
水
雷
艇
が
現
れ
、
船
首
に
は

何
と
「
さ
ぎ
」
と
い
う
二
字
が
読
め
た
。「
も

し
か
す
る
と
、
こ
の
船
が
…
…
」
と
一
筋
の
希

望
の
光
が
さ
し
た
。
案
の
定
、
父
は
「
さ
ぎ
」

イ
ン
と
カ
マ
ン
ベ
ー
ル
・
チ
ー
ズ
や
サ
ラ
ミ
、

そ
し
て
牡
蠣
を
楽
し
ん
だ
。

　

カ
マ
ン
ベ
ー
ル
と
い
う
白
カ
ビ
の
チ
ー
ズ
の

名
の
由
来
は
、
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
ー
地
方
の
地
名

か
ら
来
て
い
る
。
そ
の
と
ろ
け
る
よ
う
な
ク

リ
ー
ミ
ー
な
味
わ
い
に
は
感
動
を
覚
え
る
。
し

か
し
注
文
し
た
ワ
イ
ン
は
ボ
ル
ド
ー
産
で
、
地

元
製
品
で
は
な
い
。
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
ー
と
そ
の

南
西
に
位
置
す
る
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
地
方
は
、
寒

冷
地
で
ブ
ド
ウ
の
栽
培
に
適
さ
な
い
。
だ
か

ら
、
地
元
で
は
シ
ー
ド
ル
と
い
う
リ
ン
ゴ
か
ら

つ
く
っ
た
発
泡
酒
が
親
し
ま
れ
て
い
る
。そ
う
、

ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
ー
は
、
フ
ラ
ン
ス
で
あ
り
な
が

ら
風
土
は
イ
ギ
リ
ス
の
そ
れ
に
近
い
。

　

旅
の
疲
れ
か
ら
早
寝
を
し
、
翌
朝
は
青
空
か

ら
降
り
注
ぐ
朝
日
の
ま
ぶ
し
さ
で
目
が
覚
め

る
。
朝
食
を
と
り
に
タ
キ
ス
と
町
に
出
る
。
い

か
に
も
地
元
ら
し
く
チ
ー
ズ
を
山
ほ
ど
積
み
上

げ
て
い
る
素
朴
な
店
に
入
っ
て
み
た
。
す
る
と

タ
キ
ス
は
チ
ー
ズ
屋
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
笑
顔

■木骨組みの伝統的な建物が並ぶルーアンの市街
地。

■（上段）アンデル川が流れる
ヘロン村の入り口。（下段）「よ
うこそヘロン村へ」。村の入り口
にたつ看板。

■かつてヘロン城があった場所。
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に
助
け
ら
れ
九
死
に
一
生
を
得
て
八
四
歳
ま
で

生
き
た
。
だ
か
ら
、「
鷺
」
の
家
紋
は
我
が
家

に
と
っ
て
は
、
単
な
る
家
の
標
で
は
な
く
お
守

り
の
よ
う
な
存
在
で
も
あ
る
。

　

か
つ
て
城
が
あ
っ
た
と
い
う
場
所
は
、
い
ま

は
牧
草
地
と
な
っ
て
い
た
。
一
番
近
く
に
あ
っ

た
お
宅
で
聞
い
て
み
る
と
、
確
か
に
米
軍
の
攻

撃
を
受
け
る
ま
で
そ
こ
に
城
が
あ
っ
た
と
い

い
、そ
の
資
料
も
多
少
残
っ
て
い
る
ら
し
い
が
、

あ
い
に
く
日
曜
と
あ
っ
て
、
資
料
の
管
理
者
は

留
守
だ
っ
た
。
近
く
に
は
、
ル
ー
ア
ン
に
生
ま

れ
た
フ
ラ
ン
ス
の
小
説
家
ギ
ュ
ス
タ
ー
ヴ
・
フ

ロ
ー
ベ
ー
ル
（
一
八
二
一
―
一
八
八
〇
）
の
小

説
「
ボ
ヴ
ァ
リ
ー
夫
人
」（
一
八
五
六
年
）
の

舞
台
と
な
っ
た
こ
と
を
語
る
案
内
板
が
立
て
ら

れ
て
い
た
。
ハ
ー
ン
も
フ
ロ
ー
ベ
ー
ル
の
作
品

に
親
し
み
、
彼
の
ゴ
ー
チ
ェ
と
ボ
ー
ド
レ
ー
ル

の
両
者
の
す
ぐ
れ
た
形
式
を
結
合
す
る
新
形
式

を
評
価
し
て
い
た
よ
う
だ
。
結
局
十
分
な
情
報

を
得
る
こ
と
が
で
き
ず
に
村
を
あ
と
に
し
た

さ
れ
て
以
来
、
多
く
の
研
究
者
が
訪
ね
た
町

だ
。
し
か
し
、
ハ
ー
ン
が
こ
の
町
に
い
た
と
い

う
根
拠
は
ま
だ
何
も
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。
フ

ロ
ス
ト
が
も
し
イ
ブ
ト
ー
で
学
ん
だ
と
す
れ

ば
こ
こ
に
違
い
な
い
と
推
測
し
た
、
ア
ン
ス

テ
ィ
テ
ュ
ー
シ
ョ
ン
・
エ
ク
レ
シ
ア
テ
ィ
ッ
ク

（Institution Ecclésiastique
）
を
訪
ね
る
が
、

こ
の
建
物
も
一
九
四
〇
年
代
の
米
軍
の
爆
撃
で

す
っ
か
り
建
て
替
え
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
。

そ
し
て
、
古
い
資
料
を
簡
単
に
得
る
こ
と
は
で

き
な
か
っ
た
。

　

天
気
は
一
層
不
安
定
と
な
り
冷
た
い
雨
が
大

地
を
叩
き
始
め
、
緑
の
香
が
強
く
な
っ
た
。
一

段
と
強
く
な
っ
て
き
た
風
に
、
な
じ
み
深
い
ア

イ
ル
ラ
ン
ド
や
イ
ギ
リ
ス
の
大
気
の
感
触
を
思

い
だ
し
た
。
半
日
近
く
お
世
話
に
な
っ
た
タ
ク

シ
ー
・
ド
ラ
イ
バ
ー
の
ヤ
ニ
ッ
ク
さ
ん
は
実
に

親
切
な
人
で
、
取
材
を
積
極
的
に
手
伝
っ
て
く

れ
た
。
一
生
懸
命
フ
ラ
ン
ス
語
を
英
訳
し
て
く

れ
た
こ
と
に
何
よ
り
感
謝
し
て
い
る
。
イ
ブ

ト
ー
駅
で
ヤ
ニ
ッ
ク
さ
ん
と
別
れ
、
イ
ン
タ
ー

シ
テ
ィ
ー
で
、イ
ギ
リ
ス
海
峡
に
臨
む
港
町
ル
・

ア
ー
ブ
ル
に
向
か
っ
た
。

ル
・
ア
ー
ブ
ル
―
―
旅
の
終
わ
り

　

ル
・
ア
ー
ブ
ル
は
と
り
わ
け
第
二
次
世
界
大

戦
で
の
被
害
が
甚
大
だ
っ
た
町
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
町
並
み
と
は
思
え
ぬ
ほ
ど
建
物
が
新
し

い
。
大
半
が
一
九
四
五
年
か
ら
一
九
六
四
年
に

か
け
て
再
建
さ
れ
た
も
の
だ
。
ま
ず
は
フ
ェ

リ
ー
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
出
向
い
て
イ
ギ
リ
ス
の

ポ
ー
ツ
マ
ス
行
き
の
フ
ェ
リ
ー
の
時
刻
を
調
べ

る
が
、
切
符
売
場
や
待
合
室
は
施
錠
さ
れ
て
い

て
中
に
入
れ
な
い
。
午
前
中
の
出
発
便
が
あ
れ

ば
、
ぜ
ひ
明
朝
、
イ
ギ
リ
ス
へ
渡
り
た
い
の
だ

が
、
夕
方
に
一
本
出
る
だ
け
だ
と
町
の
人
た
ち

が
教
え
て
く
れ
た
。
し
か
し
所
要
時
間
は
五
時

間
ほ
ど
だ
と
い
う
。
こ
れ
な
ら
ば
、
ノ
ル
マ
ン

人
た
ち
が
イ
ギ
リ
ス
に
も
国
を
作
ろ
う
と
し
た

気
持
ち
が
わ
か
ら
な
い
で
は
な
い
。

　

最
近
、
ハ
ー
ン
の
渡
米
に
つ
い
て
も
こ
の
港

か
ら
船
に
乗
っ
た
と
い
う
可
能
性
が
で
て
き

た
。
ア
メ
リ
カ
で
乗
船
名
簿
が
見
つ
か
っ
た
か

ら
だ
。
ロ
ン
ド
ン
発
、
ル
・
ア
ー
ブ
ル
経
由

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
行
き
の
セ
ラ
号
と
い
う
船
で
、

ハ
ー
ン
は
一
八
六
九
年
九
月
二
日
に
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
に
着
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

そ
し
て
、
シ
ン
シ
ナ
テ
ィ
で
若
き
ハ
ー
ン
に
出

会
っ
た
ワ
ト
キ
ン
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
神
学
校
の

制
服
を
着
て
い
た
と
回
想
し
て
い
る
。
と
す
れ

ば
、
イ
ギ
リ
ス
留
学
後
に
イ
ブ
ト
ー
か
あ
る
い

は
パ
リ
等
の
神
学
校
で
フ
ラ
ン
ス
語
を
学
び
、

ル
・
ア
ー
ブ
ル
か
ら
船
に
乗
っ
た
と
い
う
可
能

性
も
考
え
ら
れ
る
。

　

フ
ェ
リ
ー
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
脇
に
あ
る
漁
船

の
船
溜
ま
り
に
、
干
潮
で
逃
げ
遅
れ
た
サ
メ
の

赤
ち
ゃ
ん
が
横
た
わ
っ
て
い
る
。
妙
に
寂
し
げ

な
夕
暮
れ
の
光
景
だ
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
地
元

の
ビ
ー
ル
と
魚
を
楽
し
ん
だ
。
や
は
り
、「
こ

れ
は
フ
ラ
ン
ス
で
は
な
い
」
と
い
う
実
感
を
強

く
し
た
。

　

翌
朝
、イ
ン
タ
ー
シ
テ
ィ
ー
で
パ
リ
へ
戻
る
。

足
か
け
三
日
間
の
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
ー
弾
丸
旅
行

は
、
フ
ラ
ン
ス
ら
し
か
ら
ぬ
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
ー

の
風
土
を
実
感
し
、
日
本
人
に
は
馴
染
み
の
薄

い
ル
ー
ツ
探
し
の
旅
の
面
白
さ
を
体
感
で
き

た
。
こ
の
ま
ま
帰
国
し
て
は
余
り
に
も
っ
た
い

な
い
。
そ
こ
で
ユ
ー
ロ
ス
タ
ー
に
乗
り
換
え
、

出
発
の
一
週
間
前
に
名
乗
り
出
て
く
れ
た
初
対

面
の
親
戚
に
会
う
た
め
に
ロ
ン
ド
ン
に
向
か
っ

た
。彼
女
は
ア
ニ
ー
と
い
う
名
で
、先
祖
が
ハ
ー

ン
の
父
チ
ャ
ー
ル
ズ
の
兄
弟
だ
と
い
う
。
こ
こ

で
紙
幅
が
尽
き
た
の
で
続
き
は
、別
の
機
会
に
。

（
こ
い
ず
み
・
ぼ
ん
／
総
合
文
化
学
科
教
員
＊
民
俗

学
）

が
、
遠
い
先
祖
の
ル
ー
ツ

さ
が
し
に
一
筋
の
光
が
さ

し
た
よ
う
な
喜
び
を
覚
え

た
。

　

そ
こ
か
ら
六
〇
キ
ロ
余

り
北
西
に
離
れ
た
イ
ブ

ト
ー
と
い
う
小
さ
な
町
を

め
ざ
す
。
こ
こ
は
、
ハ
ー

ン
が
子
ど
も
の
頃
、
こ
の

町
の
神
学
校
に
留
学
し
た

と
い
う
説
が
一
九
一
一
年

に
ケ
ナ
ー
ド
に
よ
っ
て
出

■ハーンが通ったかもしれない神学校跡（イブトー）。

■（上段）夜のル・アーブル。（下段）パリ
北駅とロンドンのセント・パンクラス駅を２
時間余りで結ぶユーロスター。
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ジ
ャ
ジ
ャ
ン
と
は

　

前
号
の
『
の
ん
び
り
雲
』
で
は
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア（
ジ
ャ
ワ
島
）の
断
食
月
を
取
り
上
げ
、「
食

べ
な
い
こ
と
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
。
今
回
は
そ

の
逆
で
、「
食
べ
る
こ
と
」
を
テ
ー
マ
に
、
ジ
ャ

ジ
ャ
ン
を
中
心
に
ジ
ャ
ワ
の
市
場
と
屋
台
に
つ

い
て
紹
介
し
て
み
た
い
。

　

ジ
ャ
ジ
ャ
ン
と
は
、
買
い
食
い
、
あ
る
い
は

菓
子
や
軽
食
な
ど
を
買
っ
て
帰
り
、
家
で
食
べ

る
こ
と
を
意
味
す
る
語
で
あ
る
。
ジ
ャ
ワ
の
人

は
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
に
い
た
る
ま
で
、

ジ
ャ
ジ
ャ
ン
を
好
み
、
市
場
や
屋
台
が
そ
の
中

心
と
な
る
。
ジ
ャ
ジ
ャ
ン
は
、
人
を
結
び
つ
け

る
も
の
で
も
あ
る
。
私
の
ジ
ャ
ワ
で
の
ジ
ャ

ジ
ャ
ン
の
思
い
出
も
、
食
べ
物
だ
け
で
な
く
、

ン
」
と
い
う
意
味
に
な
る
。
ジ
ャ
ジ
ャ
ン
・
パ

サ
ー
ル
は
、
精
霊
や
祖
霊
へ
の
お
供
え
と
し
て

も
使
わ
れ
る
も
の
で
、
ジ
ャ
ワ
で
は
人
以
外
の

存
在
も
ジ
ャ
ジ
ャ
ン
が
好
き
ら
し
い
。

　

私
が
気
に
入
っ
て
い
る
ジ
ャ
ジ
ャ
ン
・
パ

サ
ー
ル
は
、
オ
ン
デ
・
オ
ン
デ
と
ナ

シ
・
リ
ワ
ッ
ト
で
あ
る
。
オ
ン
デ
・

オ
ン
デ
は
、
沖
縄
の
サ
ー
タ
ー
・
ア

ン
ダ
ギ
ー
に
似
た
揚
げ
菓
子
で
、
丸

め
た
小
麦
粉
の
生
地
に
白
ゴ
マ
を

付
け
て
揚
げ
た
も
の
で
あ
る
。
ナ

シ
・
リ
ワ
ッ
ト
は
ソ
ロ
市
の
名
物
料

理
で
、
バ
ナ
ナ
の
葉
に
包
ん
で
売
ら

れ
て
い
る
。
コ
コ
ナ
ツ
ミ
ル
ク
で
炊

き
込
ん
だ
ご
飯
に
、
ゆ
で
卵
、
鶏
肉

ジャジャンの楽しみ
ジャワの市場と
屋台の食 塩 谷 も も

売
り
手
の
人
や
一
緒
に
食
べ
た

人
と
深
く
結
び
つ
い
て
い
る
。

　

ジ
ャ
ワ
で
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
を
し
て
い
た
ソ
ロ
市
郊
外
の

村
か
ら
は
、
歩
い
て
十
五
分
く

ら
い
の
と
こ
ろ
に
市
場
が
あ

り
、
下
宿
し
て
い
た
家
の
家
族

は
、
そ
こ
で
日
々
の
食
材
を

買
っ
て
い
た
。
こ
の
買
物
に
と

き
ど
き
同
行
さ
せ
て
も
ら
い
、

買
物
の
仕
方
や
内
容
を
観
察
し

な
が
ら
、
揚
げ
菓
子
、
軽
食
等

を
買
う
の
を
楽
し
ん
で
い
た
。

こ
の
よ
う
に
市
場
で
買
っ
た
お

や
つ
風
の
食
べ
物
は
、
ジ
ャ

ジ
ャ
ン
・
パ
サ
ー
ル
と
呼
ば
れ

る
。
パ
サ
ー
ル
は
市
場
を
意
味

し
、「
市
場
で
す
る
ジ
ャ
ジ
ャ

を
少
量
載
せ
、
上
に
ハ
ヤ
ト
ウ
リ
の
千
切
り
を

煮
込
ん
だ
少
し
辛
め
の
ソ
ー
ス
を
か
け
て
食
べ

る
。
こ
の
二
つ
は
、
ジ
ャ
ワ
を
訪
れ
る
機
会
が

あ
る
と
、
必
ず
食
べ
て
き
た
。

ジ
ャ
ワ
の
市
場
と
買
物
の
仕
方

　

市
場
の
店
は
早
朝
に
開
店
し
、
昼
前
に
は
閉

店
す
る
。
市
場
は
女
性
の
世
界
と
言
っ
て
も
良

い
く
ら
い
、
売
り
手
も
買
い
手
も
圧
倒
的
に
女

性
が
多
い
。
肉
、
魚
、
野
菜
な
ど
の
食
材
に
加

え
、
惣
菜
、
台
所
用
品
や
日
用
品
、
植
木
、
お

も
ち
ゃ
、
服
な
ど
様
々
な
も
の
が
売
ら
れ
て
お

り
、
見
て
い
て
飽
き
な
い
。

　

市
場
の
中
心
と
な
る
建
物
は
、
ト
タ
ン
屋
根

で
覆
わ
れ
た
開
放
的
な
空
間
で
、
そ
の
中
に
小

さ
な
ス
タ
ン
ド
式
の
店
が
並
び
、
通
路
脇
に
も

■ココナツジュースをジャジャンする子どもたち。

■（上段）祖霊へのお供え（右
側の揚げ物はジャジャン・
パサール）。（下段）ナシ・
リワット。左のソースをか
けて食べる。

ご
ざ
や
台
に
商
品
を
並
べ
た

だ
け
の
店
が
出
て
い
る
。
こ

の
中
心
と
な
る
建
物
の
ま
わ

り
に
も
小
さ
な
商
店
が
建
ち

並
び
、
通
り
に
も
日
傘
の
下

に
商
品
を
並
べ
た
小
さ
な
店

が
並
ん
で
い
る
。
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量
り
売
り
が
基
本
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
多

く
の
店
に
、
秤
と
分
銅
の
セ
ッ
ト
が
置
い
て
あ

る
。
売
り
物
に
値
札
が
つ
い
て
お
ら
ず
、
値
段

交
渉
が
で
き
る
の
も
市
場
の
特
徴
で
あ
る
。
買

い
手
は
多
く
の
場
合
、
最
初
に
売
り
手
に
言
わ

れ
た
値
段
で
買
う
こ
と
は
な
く
、
少
し
で
も
安

い
値
段
に
な
る
よ
う
に
交
渉
す
る
。買
い
手
は
、

買
っ
て
も
良
い
と
思
う
額
よ
り
も
低
め
の
額
を

提
示
す
る
と
こ
ろ
か
ら
交
渉
を
始
め
、
最
初
の

売
り
手
の
提
示
額
と
の
間
く
ら
い
の
金
額
で
折

り
合
う
こ
と
を
目
指
す
。
買
い
手
は
、
鶏
肉
は

こ
の
店
、
唐
辛
子
は
こ
の
店
と
買
物
を
す
る
店

を
決
め
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
そ
れ
は
、
行
き

つ
け
の
店
だ
と
値
段
交
渉
な
し
に
一
定
の
値
段

で
買
物
が
で
き
る
た
め
で
、
時
に
は
お
ま
け
を

し
て
も
ら
え
る
こ
と
も
あ
る
。

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
の
買
い
物
と

ジ
ャ
ジ
ャ
ン

　

市
場
で
は
日
々
の
食
材
を
必
要
な
分
だ
け
買

う
の
が
基
本
だ
が
、
調
理
用
油
、
砂
糖
、
紅
茶
、

コ
ー
ヒ
ー
、粉
ミ
ル
ク
等
の
食
品
や
洗
剤
、シ
ャ

布
等
を
取
り
出
し
て
預
け
る
と
番
号
札
を
渡
さ

れ
、
買
い
物
が
終
わ
っ
て
帰
る
と
き
に
そ
れ
と

引
き
換
え
に
バ
ッ
グ
を
受
け
取
る
。

　

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
、
ク
ー
ラ
ー
が
効

い
た
店
内
に
整
然
と
商
品
が
並
べ
ら
れ
て
お

り
、
日
本
の
店
の
雰
囲
気
と
そ
れ
ほ
ど
変
わ
ら

な
い
。
そ
の
一
方
で
、
ド
ラ
イ
ヤ
ー
や
炊
飯
器

な
ど
の
電
化
製
品
、
整
理
棚
、
服
、
サ
ン
ダ

ル
、
タ
オ
ル
な
ど
が
並
ぶ
棚
も
あ
る
の
が
特
徴

的
で
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
ホ
ー
ム
セ
ン

タ
ー
を
一
緒
に
し
た
よ
う
な
品
揃
え
に
な
っ
て

い
る
。
そ
の
点
は
、
食
品
に
混
じ
っ
て
様
々
な

も
の
が
売
ら
れ
て
い
る
市
場
の
品
揃
え
と
似
て

い
る
。
ま
た
、店
の
入
り
口
や
レ
ジ
近
く
に
は
、

菓
子
、
パ
ン
、
飲
み
物
、
雑
誌
と
新
聞
な
ど
の

ス
タ
ン
ド
式
の
店
が
並
ん
で
い
る
。
売
ら
れ
て

い
る
も
の
は
、
市
場
で
売
っ
て
い
る
よ
う
な
伝

統
的
な
菓
子
類
が
多
い
。
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
で
も
、
ジ
ャ
ジ
ャ
ン
・
パ
サ
ー
ル
が
出
来
る

場
が
、
別
に
設
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

市
場
の
変
化

　

二
〇
〇
九
年
に
調
査
地
を
再
訪
し
た
際
も
、

ジ
ャ
ジ
ャ
ン
・
パ
サ
ー
ル
を
楽
し
み
に
い
つ
も

の
市
場
へ
行
っ
て
み
た
。
そ
こ
で
目
に
し
た
の

は
、
見
慣
れ
た
古
い
市
場
の
建
物
で
は
な
く
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
階
建
て
に
改
装
し
た
市
場

だ
っ
た
。
市
場
の
中
心
と
な
る
建
物
の
入
り
口

近
く
に
は
、
以
前
は
日
傘
の
下
に
商
品
を
並
べ

た
店
が
並
ん
で
い
た
が
、
そ
こ
が
バ
イ
ク
の
駐

輪
場
に
な
っ
て
い
た
。
改
装
に
伴
っ
て
売
り
場

の
様
子
も
変
わ
り
、
以
前
よ
り
も
配
置
が
き
ち

ん
と
整
備
さ
れ
、
ひ
し
め
く
よ
う
に
並
ん
で
い

た
ス
タ
ン
ド
式
の
店
も
数
が
減
っ
て
い
た
。

　

市
場
の
建
物
の
中
で
肉
を
売
る
店
は
す
べ
て

二
階
に
移
動
し
て
お
り
、
衛
生
面
も
前
よ
り
は

改
善
さ
れ
、
買
い
物
が
し
や
す
い
よ
う
に
配
慮

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
し
か
し
、
整

備
が
進
む
こ
と
で
、
以
前
よ
り
も
な
じ
み
に
く

い
雰
囲
気
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
気
が
し
た
。
い

つ
も
買
っ
て
い
た
オ
ン
デ
・
オ
ン
デ
の
屋
台
を

は
じ
め
、
顔
な
じ
み
の
店
も
い
く
つ
か
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
。
長
年
同
じ
場
所
で
商

売
を
し
て
き
た
店
が
、
ど
こ
へ
移
動
し
た
の
か

気
に
か
か
っ
た
。

屋
台
の
種
類
と
料
理
の
内
容

　

市
場
で
の
ジ
ャ
ジ
ャ
ン
と
並
ん
で
、
屋
台
で

の
ジ
ャ
ジ
ャ
ン
も
日
常
的
に
な
さ
れ
て
い
る
。

ジ
ャ
ワ
は
、
食
べ
物
の
屋
台
の
数
が
多
く
、
料

理
の
種
類
も
非
常
に
多
い
。
屋
台
料
理
の
売
り

方
は
、
移
動
し
な
が
ら
売
る
も
の
、
道
路
脇
な

ど
に
出
店
し
て
売
る
も
の
に
大
別
さ
れ
る
。

移
動
式
の
も
の
は
、
主
に
頭
の
上
に
籠
を
載
せ

て
歩
く
形
、
車
輪
の
つ
い
た
屋
台
を
押
し
て
歩

く
形
、
ま
た
は
自
転
車
や
自
動
車
を
使
っ
て
売

ン
プ
ー
な
ど
は
、
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
で
ま
と
め
て
買
う

人
が
多
い
。
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
で
売
ら
れ
て
い
る
肉
、

魚
、
野
菜
な
ど
の
食
材
は
市
場

に
比
べ
る
と
値
段
が
高
い
た

め
、
日
常
的
に
利
用
す
る
人
は

少
な
い
。
そ
れ
に
対
し
、
調
理

用
油
や
洗
剤
類
等
は
大
量
仕
入

れ
の
た
め
に
安
く
、
品
質
的
に

も
安
心
で
あ
る
と
い
う
こ
と
か

ら
、
こ
れ
ら
の
品
は
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
で
買
う
そ
う
だ
。

　

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
買

い
物
は
、
月
に
一
度
が
基
本

で
「
月
の
買
物
」
と
呼
ば
れ
て

い
る
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
給
料

日
に
あ
た
る
毎
月
一
日
後
に
こ

の
買
物
を
す
る
人
が
多
い
た

め
、
毎
月
上
旬
の
夕
方
、
ス
ー

パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
買
い
物
客

で
混
雑
す
る
。
ま
た
、
イ
ン
ド

■（上段右）市場内のスタンド式の店。（上段左）賑わう市場近くの通り。（下段右）
市場で買い物をする女性たち。（下段左）秤でみかんを量る市場の女性。

■改装された市場。２階建てでりっぱ
になった。

ネ
シ
ア
の

ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ

ト
で
は
、

売
り
場
に

入
る
前
に

バ
ッ
グ
を

預
け
な
く

て
は
な
ら

な
い
。
財
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る
形
が
あ
る
。
頭
の
上
に
籠
を
載
せ
る
形
の
も

の
は
、
焼
鳥
、
揚
げ
物
、
ビ
ー
フ
ン
炒
め
な
ど

を
売
っ
て
い
る
。
頭
の
上
に
支
え
に
な
る
輪
を

載
せ
、
そ
の
上
に
料
理
の
入
っ
た
容
器
を
載
せ

て
担
ぐ
形
と
、
大
型
の
平
ら
な
ざ
る
を
頭
に
載

せ
、
そ
の
上
に
料
理
の
入
っ
た
容
器
を
載
せ
て

担
ぐ
形
が
あ
る
。

　

車
輪
の
つ
い
た
屋
台
を
押
し
て
歩
く
形
の
も

の
は
、
カ
キ
・
リ
マ
と
呼
ば
れ
る
。
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
語
で
カ
キ
は
足
、リ
マ
は
五
を
意
味
す
る
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
は
日
本
語
と
逆
で
、
形
容
詞

が
名
詞
の
後
に
く
る
た
め
、こ
れ
で
「
五
本
足
」

と
い
う
意
味
に
な
る
。
手
押
し
式
屋
台
に
は
、

前
に
二
つ
、
後
に
ひ
と
つ
車
輪
が
つ
い
て
い
る

た
め
三
本
足
、
こ
れ
に
売
り
手
の
二
本
足
を
加

え
て
五
本
足
、
こ
れ
が
語
源
だ
と
言
わ
れ
て
い

る
。

　

カ
キ
・
リ
マ
の
屋
台
は
、
カ
ッ
ト
フ
ル
ー
ツ
、

緑
豆
入
り
の
コ
コ
ナ
ツ
ミ
ル
ク
、
蒸
し
菓
子
、

肉
団
子
入
り
ス
ー
プ
麺
、
チ
キ
ン
麺
、
炒
飯
な

ど
様
々
な
種
類
が
あ
り
、
コ
ン
ロ
を
積
ん
で
い

て
、
注
文
す
る
と
そ
の
場
で
作
っ
て
く
れ
る
も

の
も
あ
る
。

　

自
転
車
を
使
っ
た
形
の
も
の
は
、
蒸
し
と
う

も
ろ
こ
し
、パ
ン
、中
華
ま
ん
、ア
イ
ス
ク
リ
ー

ム
な
ど
を
売
っ
て
い
る
。
自
動
車
を
使
っ
た
も

の
は
、
パ
ン
や
菓
子
の
販
売
が
中
心
で
あ
る
。

パ
ン
屋
の
ロ
ゴ
の
入
っ
た
車
に
商
品
を
積
ん
で

お
り
、
移
動
販
売
が
基
本
だ
が
、
大
通
り
の
脇

に
駐
車
し
て
店
開
き
を
す
る
こ
と
も
あ
る
。

屋
台
の
音
と
時
間

　

住
宅
街
を
移
動
販
売
す
る
場
合
、
当
然
の
こ

と
な
が
ら
家
の
中
に
い
る
買
い
手
に
屋
台
が

通
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
い
て
も
ら
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
ジ
ャ
ワ
は
熱
帯
で
年
間
を
通
じ

て
気
温
が
高
い
た
め
、
日
中
は
風
が
通
る
よ
う

に
ド
ア
や
窓
を
開
け
放
し
て
い
る
家
が
多
い
。

そ
の
た
め
、
日
本
の
移
動
販
売
車
の
よ
う
に
ス

ピ
ー
カ
ー
を
使
っ
て
商
品
名
を
流
さ
な
く
て

も
、
声
や
音
が
中
ま
で
聞
こ
え
や
す
い
。

　

屋
台
の
売
り
手
は
、
節
を
つ
け
て
売
っ
て
い

る
料
理
名
を
言
う
、
小
型
の
銅
鑼
や
鈴
な
ど
音

が
出
る
も
の
を
鳴
ら
す
、
笛
を
吹
く
、
テ
ー
プ

で
曲
や
声
を
流
す
な
ど
す
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
味

わ
い
が
あ
る
。
毎
朝
、「
ジ
ャ
ジ
ャ
ン
は
い
か

が
で
す
か
？
」
と
節
を
つ
け
て
言
い
な
が
ら
、

籠
を
担
い
で
朝
食
用
の
揚
げ
物
を
売
り
歩
い
て

い
た
女
性
の
声
は
、
今
で
も
印
象
に
残
っ
て
い

る
。

　

屋
台
ご
と
に
違
い
が
あ
り
、
鈴
を
シ
ャ
ン

る
こ
と
も
あ
る
。

　

屋
台
で
売
り
に
来
る
料
理
は
、
朝
、
昼
、
夕
、

晩
と
時
間
に
よ
っ
て
内
容
が
違
っ
て
お
り
、
決

ま
っ
た
屋
台
が
大
体
同
じ
時
間
に
売
り
に
く

る
。
し
か
し
、
あ
る
と
き
は
待
っ
て
い
た
屋
台

が
休
み
で
通
ら
な
か
っ
た
り
、
長
期
休
業
に

入
っ
た
り
、
通
る
道
を
変
え
て
、
あ
る
日
ぱ
た

り
と
来
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
。
ヤ

シ
砂
糖
を
も
ち
米
に
挟
み
込
ん
で
蒸
し
、
コ
コ

ナ
ツ
・
フ
レ
ー
ク
を
か
け
た
ク
プ
ト
ゥ
と
い
う

菓
子
の
屋
台
が
私
は
特
に
気
に
入
っ
て
い
た

が
、
こ
れ
も
食
べ
た
く
て
待
っ
て
い
る
と
き
に

限
っ
て
来
な
い
。

　

朝
は
朝
食
に
あ
わ
せ
て
、
パ
ン
、
中
華
ま
ん
、

豆
粥
な
ど
の
軽
食
が
中
心
で
あ
る
。
昼
頃
は
ア

イ
ス
ク
リ
ー
ム
、
カ
ッ
ト
フ
ル
ー
ツ
な
ど
の

す
っ
き
り
し
た
食
べ
物
や
、昼
食
用
の
揚
げ
物
、

肉
団
子
入
り
ス
ー
プ
麺
な
ど
で
あ
る
。夕
方
は
、

昼
寝
後
の
空
腹
時
に
あ
た
る
た
め
、
汁
麺
、
蒸

し
菓
子
、
蒸
し
と
う
も
ろ
こ
し
等
、
あ
る
程
度

お
腹
に
た
ま
る
も
の
が
多
い
。
夜
は
、
夕
飯
と

な
る
、
炒
飯
、
焼
き
そ
ば
、
焼
鳥
な
ど
の
し
っ

か
り
と
し
た
料
理
が
中
心
と
な
る
。
特
に
夕
方

シ
ャ
ン
と
鳴
ら
し
て

歩
く
の
は
焼
鳥
売

り
、
小
型
の
銅
鑼
の

よ
う
な
も
の
を
ポ
ン

ポ
ン
と
打
つ
の
は
肉

団
子
入
り
ス
ー
プ
麺

売
り
、
屋
台
に
積
ん

だ
蒸
し
器
に
笛
を
取

り
付
け
て
、
蒸
気
で

ピ
ー
っ
と
い
う
音
を

響
か
せ
る
の
は
蒸
し

■移動式屋台カキ・リマ。

■（上段）快活な鶏肉売りの女性。（下
段）屋台でコキス（菓子名）を焼く男性。

■（上段）チキン麵を売る通りの屋台。布
に紅茶の広告入り。（下段）街で一番おい
しいと評判のナシ・リワットの屋台。

菓
子
売
り
な

ど
、
音
で
何
の

屋
台
で
あ
る
か

が
分
か
る
。
聞

き
な
れ
な
い
音

の
屋
台
が
通
っ

た
と
き
に
は
、

呼
び
止
め
て
何

を
売
っ
て
い
る

の
か
を
確
認
す



や
夜
に
来
る
屋
台
に
は
、
小
さ
な
コ
ン
ロ
が
積

ま
れ
て
い
て
、
そ
の
場
で
作
っ
て
く
れ
る
も
の

が
多
い
。
出
前
と
違
っ
て
料
理
を
待
た
さ
れ
る

こ
と
も
な
く
、
値
段
も
手
ご
ろ
な
の
で
、
屋
台

は
日
常
的
に
手
軽
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

日
没
後
に
出
る
通
り
の
屋
台

　

ジ
ャ
ワ
で
は
、
移
動
せ
ず
に
通
り
で
食
べ
物

を
売
る
屋
台
が
、
特
に
日
没
近
く
に
な
る
と
あ

ち
こ
ち
に
現
れ
、
街
の
大
通
り
に
は
、
多
く
の

屋
台
が
立
ち
並
ぶ
。
た
だ
、
近
年
で
は
取
り
締

ま
り
が
厳
し
く
な
り
、
決
ま
っ
た
一
角
に
出
店

す
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
る
な
ど
、
以
前
ほ
ど
自

由
に
出
店
で
き
な
い
地
域
が
広
が
っ
て
き
て
い

る
。

　

こ
の
形
の
屋
台
は
、
そ
の
場
で
食
べ
る
こ
と

が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
料
理
を
包
ん

で
も
ら
っ
て
持
ち
帰
る
こ
と
も
出
来
る
。
小
型

の
ベ
ン
チ
や
椅
子
を
置
い
た
も
の
、
靴
を
脱
い

で
ご
ざ
の
上
に
座
っ
て
食
べ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
も
の
も
あ
る
。
屋
台
に
は
大
き
な
布
が
か

け
ら
れ
て
い
て
、
中
が
見
え
に
く
く
な
っ
て
い

る
も
の
も
多
い
。
屋
台
の
大
き
さ
は
様
々
で
、

数
人
し
か
入
れ
な
い
よ
う
な
小
規
模
の
も
の
か

ら
、
二
十
人
近
く
入
れ
る
大
き
な
も
の
ま
で
あ

る
。

　

屋
台
の
布
に
は
、
屋
台
の
店
名
や
メ
ニ
ュ
ー

が
書
い
て
あ
る
。
店
名
は
、
店
主
の
名
前
、
屋

台
を
出
し
て
い
る
場
所
の
地
名
、
メ
イ
ン
で

売
っ
て
い
る
料
理
名
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
た
も

の
が
多
い
。
な
か
に
は
名
前
が
つ
い
て
い
な

か
っ
た
り
、「
料
理
名
・（
味
は
）
ま
あ
ま
あ
」

な
ど
個
性
的
な
名
前
が
つ
い
て
い
る
も
の
も
あ

る
。
規
模
の
大
き
い
店
は
店
員
が
複
数
い
て
、

家
族
で
経
営
し
て
い
る
も
の
も
珍
し
く
な
い
。

　

屋
台
の
種
類
は
、
炒
飯
と
焼
き
そ
ば
、
鶏
や

あ
ひ
る
の
揚
げ
物
な
ど
の
肉
料
理
、海
鮮
料
理
、

中
華
料
理
、
パ
ン
ケ
ー
キ
、
焼
き
と
う
も
ろ
こ

し
、
揚
げ
バ
ナ
ナ
な
ど
、
食
事
が
中
心
の
も
の
、

軽
食
と
飲
み
物
を
中
心
に
し
て
い
る
店
と
多
様

で
あ
る
。
カ
キ
・
リ
マ
と
同
様
に
、
注
文
し
て

か
ら
コ
ン
ロ
で
作
っ
て
く
れ
る
の
で
、
あ
た
た

か
い
出
来
立
て
の
料
理
を
味
わ
え
る
。
屋
台
は

庶
民
的
な
雰
囲
気
で
値
段
も
安
い
が
、
ジ
ャ
ワ

で
は
経
済
的
に
豊
か
な
人
々
も
利
用
し
て
い

る
。
屋
台
は
経
済
的
に
も
、
年
齢
的
に
も
多
様

な
人
々
が
集
ま
る
場
と
な
る
。

　

屋
台
に
は
地
域
ご
と
に
名
物
料
理
が
あ
る
た

め
、
観
光
な
ど
で
他
の
街
に
い
っ
た
際
、
地
元

の
屋
台
で
食
事
を
す
る
こ
と
を
楽
し
む
人
も
多

い
。
最
近
で
は
、
こ
の
屋
台
め
ぐ
り
が
旅
番
組

に
組
み
込
ま
れ
て
テ
レ
ビ
放
送
さ
れ
て
人
気
を

集
め
、
観
光
用
に
屋
台
料
理
を
紹
介
し
た
食
べ

歩
き
用
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も

作
ら
れ
て
い
る
。

集
ま
り
の
場
と
し
て
の
村
の
屋
台

　

街
の
屋
台
や
大
通
り
に
出
て
い
る
も
の
は
、

観
光
客
も
利
用
す
る
な
ど
開
か
れ
た
雰
囲
気
だ

が
、
村
の
屋
台
は
住
民
を
対
象
に
営
業
し
て

い
る
も
の
な
の
で
、
少
々
雰
囲
気
が
異
な
る
。

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
し
て
い
た
村
で
は
、
三

軒
の
屋
台
が
晩
に
な
る
と
出
て
い
た
。
屋
台
ご

と
に
顔
ぶ
れ
が
決
ま
っ
て
お
り
、
若
者
が
集
ま

る
屋
台
、
年
長
者
が
集
ま
る
屋
台
な
ど
、
屋
台

ご
と
に
特
徴
が
あ
る
。
街
の
屋
台
は
家
族
連
れ

や
女
性
同
士
で
食
べ
に
来
る
こ
と
も
あ
る
が
、

村
の
屋
台
は
男
性
の
も
の
と
意
識
さ
れ
て
お

り
、
女
性
は
屋
台
で
売
ら
れ
て
い
る
揚
げ
物
な

お
し
ゃ
べ
り
を
す
る
。
村
の
屋
台
は
情
報
交
換

を
し
た
り
、
住
民
が
交
流
を
す
る
場
と
し
て
の

意
味
が
大
き
い
。

人
と
会
う
場
と
し
て
の
市
場
・
屋
台

　

屋
台
と
市
場
に
共
通
し
て
い
る
の
は
、
人
と

会
う
場
と
し
て
の
重
要
性
で
あ
る
。屋
台
で
は
、

客
と
店
主
が
話
を
し
た
り
、
見
知
ら
ぬ
客
同
士

が
話
を
は
じ
め
る
こ
と
も
珍
し
く
な
い
。ま
た
、

晩
に
出
る
村
の
屋
台
は
、
男
性
が
近
所
の
人
と

合
っ
て
話
を
す
る
場
と
な
っ
て
い
る
。

　

市
場
で
は
、
顔
な
じ
み
の
店
で
話
を
し
た

り
、
買
物
客
同
士
、
あ
る
い
は
近
所
の
女
性
と

話
し
て
い
る
場
面
を
目
に
す
る
こ
と
も
珍
し
く

な
い
。
冷
蔵
庫
が
あ
っ
て
も
市
場
で
の
買
物
に

わ
ざ
わ
ざ
毎
日
の
よ
う
に
行
く
の
は
、
女
性
が

人
と
会
っ
て
話
を
す
る
た
め
だ
ろ
う
か
。
も
し

か
し
た
ら
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
の
買
い

物
に
月
に
一
度
し
か
行
か
な
い
の
は
、
市
場
で

の
買
物
に
比
べ
て
つ
ま
ら
な
い
か
ら
か
も
し
れ

な
い
。

（
し
お
や
・
も
も
／
総
合
文
化
学
科
教
員
＊
文
化
人
類

学
）

■（上）菓子類の屋台。どれ
を選ぶかいつも迷う。（左）
晩に出店する小さな屋台。

■（上段）市場近くの野菜の店。（下段）
お祭りの会場で。飲み物中心の屋台。

ど
を
買
い
に
来
て
も
持
ち
帰
り
、

そ
の
場
で
は
飲
食
を
し
な
い
の
が

特
徴
で
あ
る
。

　

居
酒
屋
の
雰
囲
気
と
似
て
い
る

気
が
す
る
が
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
が

多
数
派
の
ジ
ャ
ワ
で
は
、
飲
み
物

は
ア
ル
コ
ー
ル
で
な
く
、
紅
茶
、

コ
ー
ヒ
ー
、ホ
ッ
ト
ミ
ル
ク
、し
ょ

う
が
湯
な
ど
で
あ
る
。
揚
げ
物
を

つ
ま
み
、
飲
み
物
を
飲
み
な
が
ら
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●
ク
リ
ス
マ
ス

　

日
本
の
友
達
を
訪
ね
て
来
た
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
出
身
の
青
年
が
、
突
然
高
熱
に
襲
わ
れ
病

院
に
行
き
ま
し
た
。
熱
の
上
が
り
下
が
り
の
激

し
さ
に
Dr.
も
首
を
か
し
げ
て
い
ま
す
。
検
査
の

結
果
、
熱
帯
地
方
に
多
い
病
気
だ
と
わ
か
り
ま

し
た
。
彼
は
日
本
到
着
前
に
あ
ち
こ
ち
回
っ
て

お
り
、
熱
帯
の
国
に
も
行
っ
て
い
ま
し
た
。
遠

く
の
病
院
か
ら
薬
を
取
り
寄
せ
る
な
ど
最
善
の

治
療
が
行
わ
れ
、
一
週
間
ほ
ど
の
入
院
で
回
復

し
ま
し
た
。
時
あ
た
か
も
ク
リ
ス
マ
ス
。
旅
先

で
の
病
気
は
気
の
毒
で
す
。
小
さ
な
ク
リ
ス
マ

ス
飾
り
を
お
見
舞
い
に
あ
げ
ま
し
た
。
熱
で
フ

ウ
フ
ウ
言
い
な
が
ら
彼
は
「
Ｎ
Ｚ
か
ら
来
た
僕

が
ま
さ
か
日
本
で
こ
ん
な
に
暑
い
ク
リ
ス
マ
ス

を
迎
え
る
と
は
ね
ぇ
…
…
」
と
笑
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
医
療
通
訳
を
さ
れ
て
い
る
Ｙ
さ
ん

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
。
Ｙ
さ

ん
は
、
病
院
な
ど
で
意
思
疎
通
を
は
か
る
こ
と

が
難
し
い
外
国
人
を
対
象
に
医
療
通
訳
を
行
っ

て
お
ら
れ
、「
医
療
英
語
勉
強
会
」
の
参
加
者

の
ひ
と
り
で
あ
る
。

　
「
医
療
英
語
勉
強
会
」
と
は
、
島
根
に
住
む

外
国
人
を
対
象
と
し
て
医
療
通
訳
を
提
供
す
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
・
技
能
向
上
を
目
的
と

し
た
事
業
で
あ
る
。
し
ま
ね
多
文
化
共
生
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
開
催
し
て
お
ら
れ
、
平
成
二
十
年

に
私
の
本
学
着
任
と
合
わ
せ
て
声
を
か
け
て
い

た
だ
い
て
以
来
、
講
師
と
い
う
形
で
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
る
。
し
ま
ね
多
文
化
共
生

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
在
住
外
国
人
の
支
援
を
目

的
と
し
て
松
江
市
を
中
心
に
活
動
し
て
い
る
団

体
で
あ
り
、
お
互
い
を
理
解
し
合
い
、
尊
重
し

合
え
る
友
だ
ち
の
輪
を
広
げ
る
こ
と
を
活
動
の

目
的
と
し
て
、
各
種
教
室
や
勉
強
会
を
通
し
て

情
報
交
換
を
行
っ
て
お
り
、
医
療
英
語
勉
強
会

は
そ
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

　

月
に
一
度
の
勉
強
会
で
は
、
実
際
の
医
療
場

面
を
想
定
し
た
テ
キ
ス
ト
文
の
日
本
語
か
ら
英

語
へ
の
翻
訳
学
習
を
行
う
ほ
か
、
具
体
的
な
診

療
場
面
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
な
が
ら
通
訳

の
練
習
を
す
る
こ
と
で
医
療
用
語
を
身
に
つ
け

る
な
ど
、
実
践
的
な
メ
ニ
ュ
ー
を
取
り
入
れ
て

い
る
。
テ
ー
マ
は
幅
広
く
、イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
、
緑
内
障
、
不
整
脈
な
ど
、

専
門
的
な
内
容
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。
勉
強
会
に
は
、
年
齢
、
性
別
、
職
種

を
問
わ
ず
参
加
者
が
集
ま
り
、
毎
回
し
っ
か
り

と
予
習
し
て
き
た
テ
キ
ス
ト
を
片
手
に
、
会
場

で
あ
る
私
の
研
究
室
が
狭
く
感
じ
ら
れ
る
ほ
ど

活
発
に
意
見
交
換
が
行
わ
れ
る
。

　

こ
の
勉
強
会
の
参
加
者
は
、
い
ろ
い
ろ
な
興

味
深
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
、
文
化
の
違
い
を
経
験
さ

れ
て
お
り
、
今
回
い
く
つ
か
ご
紹
介
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
。
ま
ず
、
冒
頭
で
ご
紹
介
し
た
Ｙ

さ
ん
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
。

●
謎
の
骨
折

　

あ
る
国
の
お
嬢
さ
ん
が
ふ
ざ
け
て
空
手
の
マ

ネ
を
し
て
尻
も
ち
を
つ
き
、
翌
日
か
ら
ひ
ど
い

足
の
痛
み
に
苦
し
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
遂

に
歩
け
な
い
ほ
ど
の
痛
み
に
な
り
、
病
院
に
行

き
ま
し
た
。
レ
ン
ト
ゲ
ン
に
は
骨
折
は
見
当
た

り
ま
せ
ん
。
で
も
Dr.
曰
く
「
画
面
に
は
出
て
い

ま
せ
ん
が
こ
の
裏
の
骨
に
ヒ
ビ
が
入
っ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
不
思
議
な
話
で
す
が
、
西
洋
人

の
方
に
特
徴
的
な
骨
折
な
ん
で
す
よ
」。
患
部

を
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
見
つ
け
処
置
を
さ
れ
ま
し

た
。
し
ば
ら
く
は
杖
を
使
い
ま
し
た
が
、
や
が

て
見
事
に
全
快
。
す
る
と
彼
女
は
す
ぐ
ま
た
空

手
の
マ
ネ
を
始
め
ま
し
た
。
や
め
な
さ
い
っ

て
！

●
医
者
よ
り
詳
し
い

　

あ
る
女
性
が
の
ど
の
痛
み
で
病
院
に
行
き
ま

し
た
。
彼
女
は
日
頃
か
ら
運
動
に
も
食
事
に
も

気
を
つ
け
て
い
る
ち
ょ
っ
と
し
た
健
康
オ
タ
ク

で
す
。
既
往
症
の
喘
息
が
生
活
環
境
の
変
化
で

再
発
し
気
管
支
炎
に
発
展
し
た
、
と
い
う
診
断

に
納
得
す
る
ま
で
に
一
時
間
以
上
か
か
り
ま
し

た
。
炎
症
確
認
の
た
め
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
も

体
に
悪
い
と
さ
ん
ざ
ん
ご
ね
、
既
往
症
の
喘
息

を
示
す
レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真
を
見
せ
ら
れ
て
も
そ

ん
な
は
ず
は
な
い
と
反
論
（
実
は
本
人
が
忘

れ
て
い
た
だ
け
）、
治
療
で
吸
入
を
す
る
際
は

含
ま
れ
て
い
る
薬
品
の
一
つ
が
気
に
入
ら
な
い

と
ご
ね
る
…
…
。
処
方
さ
れ
る
薬
も
漢
方
系
に

限
る
と
Dr.
に
指
示
。
診
断
書
が
高
い
と
受
付
で

も
ひ
と
こ
と
。
院
外
薬
局
で
薬
を
購
入
す
る
際

も
「
こ
れ
は
も
ら
う
け
ど
こ
れ
は
要
ら
な
い

…
…
」。こ
う
い
う
ケ
ー
ス
に
立
ち
会
う
通
訳
っ

て
た
い
へ
ん
で
す
。
病
気
に
な
り
そ
う
で
す
。

　
●
入
院
体
験

　

あ
る
国
の
女
性
が
耳
鼻
咽
喉
科
の
病
気
で
入

院
し
ま
し
た
。
で
も
病
室
が
空
い
て
い
な
い
と

言
葉
に
よ
る
ケ
ア

ク
リ
ス
・
ラ
ン
グ
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の
こ
と
で
彼
女
は
産
婦
人
科
の
六
人
部
屋
に
。

ま
だ
若
い
彼
女
は
「
ま
た
と
な
い
経
験
だ
わ
」

と
、
せ
っ
せ
と
周
り
の
様
子
を
日
記
に
書
い
て

い
ま
し
た
。

　

ご
両
親
は
「
産
婦
人
科
病
棟
？
」「
六
人
も

一
緒
？
」
と
驚
い
て
い
た
よ
う
で
す
が
、
後
日

来
日
し
た
時
に
ぜ
ひ
当
時
の
娘
の
主
治
医
に
お

礼
が
言
い
た
い
と
外
来
を
訪
ね
、
お
礼
の
品
を

渡
し
ま
し
た
。
お
互
い
言
葉
は
カ
タ
コ
ト
で
し

た
が
、
そ
の
時
の
ご
両
親
と
Dr.
の
笑
顔
は
と
っ

て
も
素
敵
で
し
た
。

　

次
は
、
あ
る
外
国
人
女
性
の
出
産
を
サ
ポ
ー

ト
し
た
Ｔ
さ
ん
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
。

深
く
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
、
あ
る
外

国
人
女
性
の
出
産
ま
で
の
医
療
通
訳
で

す
。
半
年
く
ら
い
の
お
付
き
合
い
だ
っ
た
で

し
ょ
う
か
。
出
産
は
私
自
身
も
実
際
に
体
験
し

た
こ
と
な
の
で
、
と
て
も
身
近
な
こ
と
で
、
自

分
の
過
去
の
経
験
も
思
い
出
し
な
が
ら
の
お
仕

事
と
な
り
ま
し
た
。

　

と
て
も
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
こ
と
で
あ
り
、
ま

た
出
産
と
い
う
の
は
精
神
的
に
も
影
響
を
与
え

や
す
い
た
め
、
言
い
よ
う
の
な
い
不
安
や
動
揺

を
感
じ
た
り
し
ま
す
。
そ
れ
で
患
者
さ
ん
が
何

で
も
ド
ク
タ
ー
に
聞
け
る
よ
う
に
な
る
に
は
、

私
と
の
意
思
疎
通
が
ま
ず
大
切
と
思
い
、
検
査

と
検
査
の
待
ち
時
間
に
努
め
て
い
ろ
い
ろ
話
を

す
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。会
話
を
す
る
こ
と
で
、

あ
る
程
度
の
信
頼
を
私
に
お
い
て
も
ら
い
話
し

や
す
い
雰
囲
気
を
作
る
こ
と
に
努
力
し
ま
し

た
。
こ
の
こ
と
は
必
ず
し
も
通
訳
と
は
関
係
あ

り
ま
せ
ん
が
、
通
訳
を
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
進
め

る
上
で
大
切
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
の
で
す
。

　

医
療
用
語
の
通
訳
は
最
初
の
う
ち
本
当
に
大

変
で
し
た
。
先
生
の
お
っ
し
ゃ
る
単
語
が
す
ぐ

に
は
英
語
で
出
て
来
な
く
て
、
簡
単
な
状
況
の

説
明
で
意
味
を
伝
え
た
り
、
辞
書
で
調
べ
な
が

ら
だ
っ
た
り
と
、
今
か
ら
思
う
と
、
ド
ク
タ
ー

に
と
っ
て
も
患
者
さ
ん
に
と
っ
て
も
、
も
ど
か

し
い
時
間
だ
っ
た
の
で
は
と
思
い
ま
す
。
そ
ん

な
時
も
、
全
く
嫌
な
顔
も
せ
ず
、
じ
っ
と
私
の

言
葉
を
待
っ
て
い
て
く
れ
る
と
い
う
経
験
を
重

ね
る
に
つ
れ「
こ
の
ま
ま
で
は
い
け
な
い
、も
っ

と
勉
強
し
な
き
ゃ
！
」
と
い
う
気
持
ち
が
強
く

沸
い
て
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
気
持
ち
が
私
を
今

日
ま
で
導
い
て
く
れ
た
気
が
し
ま
す
。

　

あ
る
時
、
待
合
の
場
所
で
い
つ
も
の
よ
う
に

待
っ
て
い
た
ら
、
夫
妻
が
現
れ
、「
今
日
は
セ

ン
タ
ー
の
方
か
ら
通
訳
は
違
う
人
が
行
く
か
も

し
れ
な
い
と
言
わ
れ
た
の
で
、
不
安
に
思
っ
て

い
た
ん
だ
よ
」
と
言
っ
て
、
嬉
し
そ
う
な
表
情

を
し
て
近
づ
い
て
き
て
く
れ
ま
し
た
。そ
の
時
、

微
力
な
が
ら
も
私
の
こ
と
を
頼
り
に
し
て
く
れ

て
い
る
の
か
と
感
じ
、
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
こ

と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

通
訳
は
足
さ
な
い
、
引
か
な
い
の
大
原
則
に

基
づ
い
た
言
葉
の
受
け
渡
し
で
す
が
、
や
は
り

そ
こ
に
思
い
や
る
心
が
あ
っ
て
こ
そ
、
よ
り
行

き
と
ど
い
た
通
訳
が
出
来
る
の
で
は
と
感
じ
た

通
訳
で
し
た
。

　

次
に
、
薬
剤
師
と
し
て
の
ご
経
験
を
活
か
し

な
が
ら
通
訳
を
さ
れ
て
い
る
Ａ
さ
ん
が
経
験
さ

れ
た
、
日
本
と
西
洋
の
薬
に
対
す
る
感
覚
の
違

い
に
つ
い
て
ご
紹
介
す
る
。

日
本
で
は
お
な
じ
み
の
シ
ッ
プ
薬
、
粉
薬
、

坐
薬
で
す
が
、
西
洋
で
は
見
た
こ
と
も

使
っ
た
こ
と
も
な
い
た
め
、
使
い
方
も
何
の
薬

か
も
分
か
ら
な
い
人
が
あ
り
ま
す
。
患
者
さ
ん

が
日
本
人
の
方
で
な
い
場
合
は
、
使
い
方
が
分

か
る
か
ど
う
か
確
認
し
、分
か
ら
な
い
人
に
は
、

丁
寧
に
説
明
し
、
必
要
が
あ
れ
ば
錠
剤
に
変
更

を
し
ま
す
。

　

痛
み
止
め
や
熱
を
下
げ
る
薬
と
し
て
よ
く
使

わ
れ
る
薬
の
ひ
と
つ
に
「
ア
セ
ト
ア
ミ
ノ
フ
ェ

ン
」
と
い
う
薬
が
あ
り
ま
す
。
日
本
人
に
対

し
て
は
、
一
回
四
〇
〇
ミ
リ
グ
ラ
ム
の
量
で

効
果
が
あ
り
ま
す
が
、
西
洋
の
方
で
は 

一
回

五
〇
〇
～
六
〇
〇
ミ
リ
グ
ラ
ム
使
わ
な
い
と
効

果
が
現
れ
に
く
い
こ
と
が
あ
り
、
量
に
注
意
し

な
け
れ
ば
薬
を
使
用
し
て
も
効
か
な
い
と
い
う

こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

日
本
で
は
お
風
呂
と
言
え
ば
仕
事
が
終
わ
り

家
庭
に
戻
っ
て
寝
る
前
に
一
回
入
る
の
が
普
通

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
ブ
ラ
ジ
ル
な
ど
で

は
朝
起
き
た
時
と
夕
方
二
回
入
る
の
が
習
慣
と

聞
い
て
い
ま
す
。
軟
膏
、
貼
付
薬
（
例
え
ば
、

喘
息
の
薬
、
咳
止
め
と
し
て
も
使
わ
れ
る
薬
）

な
ど
医
師
の
指
示
が「
お
風
呂
上
が
り
に
使
用
」

と
な
っ
て
い
る
場
合
、
日
本
人
と
は
違
っ
た
使

い
方
を
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

マ
ス
ク
の
着
用
に
つ
い
て
も
、
日
本
で
は
咳

が
で
る
時
な
ど
着
用
す
る
の
が
当
た
り
前
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
西
洋
で
は
、
マ
ス
ク
を

着
用
す
る
習
慣
が
な
い
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

何
の
薬
か
説
明
す
る
場
合
、
日
本
語
を
辞
書

で
ひ
い
て
難
し
い
医
学
用
語
を
英
語
で
通
訳
し

て
も
、
相
手
が
そ
の
単
語
を
知
ら
な
い
こ
と
も

あ
り
、「
分
か
り
や
す
い
言
葉
」
に
な
お
し
て

通
訳
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
（
例
え
ば
、「
去

痰
剤
」
で
は
な
く
「
痰
を
切
る
薬
」
と
言
い
換

え
て
通
訳
し
ま
す
）。

　

最
後
に
、
医
学
部
に
在
籍
し
、
デ
ン
マ
ー
ク

に
一
ヵ
月
留
学
経
験
の
あ
る
Ｕ
さ
ん
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
で
あ
る
。

デ
ン
マ
ー
ク
で
は
診
察
の
最
初
に
患
者
さ

ん
と
握
手
を
す
る
の
が
習
慣
な
の
で
す

が
、当
初
は
な
か
な
か
不
思
議
な
感
じ
で
し
た
。

し
か
し
一
ヵ
月
た
ち
、
日
本
へ
戻
る
頃
に
は
自

分
か
ら
握
手
を
求
め
る
く
ら
い
に
な
っ
て
い

て
、
日
本
へ
戻
っ
て
か
ら
も
患
者
さ
ん
に
挨
拶

（
次
頁
最
下
段
へ
続
く
）
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島
根
県
立
大
学
短
期
大
学
部
松
江
キ
ャ
ン
パ

ス
は
、
前
身
の
島
根
県
立
女
子
短
期
大
学
時
代

か
ら
継
続
し
て
二
十
年
以
上
に
わ
た
り
ア
メ
リ

カ
、
ワ
シ
ン
ト
ン
州
の
エ
レ
ン
ズ
バ
ー
グ
に
あ

る
セ
ン
ト
ラ
ル
・
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
（
通
称
・

セ
ン
ト
ラ
ル
）
と
協
力
協
定
を
結
ん
で
い
る
。

エ
レ
ン
ズ
バ
ー
グ
は
シ
ア
ト
ル
か
ら
車
で
二
時

間
ほ
ど
内
陸
に
入
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
り
、
大
学

と
干
し
草
と
牛
の
町
だ
。松
江
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、

毎
年
夏
休
み
に
「
サ
マ
ー
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と

呼
ば
れ
る
短
期
の
「
海
外
語
学
研
修
」
を
セ
ン

ト
ラ
ル
・
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
で
実
施
し
て
い
る
。

ま
た
、
例
年
数
名
の
留
学
希
望
者
が
い
て
、
こ

れ
ま
で
に
四
十
名
を
超
え
る
卒
業
生
が
セ
ン
ト

ラ
ル
に
留
学
し
て
い
る
。
こ
の
中
に
は
、
毎
年

井
嵩
子
さ
ん
、
高
尾
亜
友
美
さ
ん
、
福
島
翔
子

さ
ん
で
あ
る
。

専
攻
と
年
間
カ
レ
ン
ダ
ー

　

藤
井
さ
ん
は
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
を

専
攻
し
、
副
専
攻
は
「
中
国
語
」
で
、
来
年
三

月
の
卒
業
を
予
定
し
て
い
る
。
高
尾
さ
ん
は
、

「
フ
ィ
ル
ム
＆
ビ
デ
オ
」
の
批
評
コ
ー
ス
を
専

攻
し
、
今
年
八
月
に
卒
業
を
し
て
帰
国
し
た
。

福
島
さ
ん
は
「
社
会
学
」
専
攻
で
、
副
専
攻
は

「
ビ
ジ
ネ
ス
」。
福
島
さ
ん
も
来
年
三
月
の
卒
業

を
予
定
し
て
い
る
。
お
気
付
き
の
よ
う
に
、
八

月
卒
業
あ
り
、
三
月
卒
業
あ
り
だ
。

　

セ
ン
ト
ラ
ル
の
年
間
カ
レ
ン
ダ
ー
を
簡
単
に

紹
介
す
る
と
、
秋
学
期
（
九
月
～
十
二
月
）、

す
る
時
は
「
実
習
生
の
Ｕ
で
す
」
と
言
っ
て
思

わ
ず
握
手
を
求
め
よ
う
と
し
て
い
ま
し
た
（
苦

笑
）。
ま
た
、
デ
ン
マ
ー
ク
に
い
た
頃
は
、
く

し
ゃ
み
を
す
る
と
そ
の
部
屋
に
い
る
全
員
か
ら

bless you!

と
言
わ
れ
、
私
も
誰
か
が
く
し
ゃ

み
を
す
る
とbless you!

と
言
っ
て
い
た
の

で
、
日
本
に
戻
っ
て
か
ら
も
し
ば
ら
く
は
、
く

し
ゃ
み
を
す
る
とbless you!

が
来
る
か
と
身

構
え
た
り
、
誰
か
が
く
し
ゃ
み
す
る
とbless 

you!

と
喉
ま
で
出
か
か
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
異
文
化
に
接
す
る
と
い
う
こ

と
は
、単
に
言
葉
の
や
り
取
り
だ
け
で
は
な
く
、

そ
の
文
化
と
個
人
を
理
解
す
る
と
い
う
こ
と
な

の
で
あ
る
。
そ
の
人
の
背
景
に
あ
る
文
化
、
ま

た
そ
の
文
化
の
影
響
を
受
け
て
形
成
さ
れ
た
人

格
を
思
い
や
る
こ
と
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
第
一
歩
で
あ
ろ
う
。

　

人
は
健
康
な
時
ば
か
り
で
は
な
く
、
病
院
に

か
か
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
時
が
突
然
や
っ
て

く
る
。
そ
ん
な
時
は
、
誰
で
も
心
細
く
不
安
に

思
う
も
の
だ
が
、
異
国
に
住
み
、
言
葉
の
壁
が

あ
る
外
国
人
に
と
っ
て
は
、
そ
の
不
安
は
さ
ら

に
大
き
な
も
の
に
な
る
。
そ
ん
な
時
、
こ
の
よ

う
な
医
療
通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
が
、
通
訳

作
業
以
上
に
親
身
に
な
っ
て
寄
り
添
っ
て
く
だ

さ
る
こ
と
は
、
ど
ん
な
に
心
強
い
こ
と
で
あ
ろ

う
か
。
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
全
国
、
世
界

に
広
が
り
、
ま
さ
に
「
多
文
化
共
生
」
の
輪
が

広
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。　

（Kriss Lange

／
総
合
文
化
学
科
教
員
＊
英
語
教

育
）

留学生事情
短大卒業生＠セントラル・
ワシントン大学

小 玉 容 子

一
名
、
一
年
間
学
費
免
除
奨
学
生

が
含
ま
れ
る
。

　

留
学
に
は
大
き
く
分
け
て
、
一

年
間
程
度
の
語
学
留
学
と
大
学
に

学
部
編
入
し
卒
業
を
目
指
す
留
学

の
二
タ
イ
プ
が
あ
る
。
今
回
は
学

部
編
入
を
し
た
短
大
卒
業
生
に
、

現
在
の
生
活
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ

情
報
を
提
供
し
て
も
ら
っ
た
。
彼

女
た
ち
は
島
根
県
立
女
子
短
期
大

学
最
後
の
卒
業
生
で
、
文
学
科
英

文
専
攻
を
平
成
二
十
年
三
月
に
卒

業
し
、
卒
業
式
の
一
週
間
後
に
は

三
人
そ
ろ
っ
て
（
実
際
は
四
人

だ
っ
た
が
、
一
人
は
他
大
学
へ
編

入
し
た
の
で
今
回
は
登
場
し
て
い

な
い
）
ア
メ
リ
カ
へ
渡
り
、
留
学

生
生
活
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
、
藤

（
前
頁
よ
り
続
く
）
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冬
学
期
（
一
月
～
三
月
）、
春
学
期
（
三
月
～

六
月
）
の
三
学
期
と
、
夏
学
期
（
八
～
十
週
の

コ
ー
ス
が
二
回
）
と
い
う
よ
う
に
な
っ
て
い

て
、
ど
の
学
期
か
ら
で
も
履
修
を
始
め
ら
れ
る

し
、
卒
業
単
位
を
取
得
し
た
と
こ
ろ
で
修
了
と

な
り
、
卒
業
を
迎
え
る
。

　

一
般
的
に
は
秋
学
期
に
入
学
し
て
、
卒
業
は

春
学
期
だ
。
秋
学
期
が
ス
タ
ー
ト
す
る
時
、
入

学
式
に
あ
た
る
新
入
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

が
あ
り
、
大
学
で
の
生
活
や
履
修
制
度
な
ど
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
る
。
春
学
期
が
終
わ
る
と

卒
業
式
が
あ
り
、
秋
・
冬
学
期
で
修
了
し
た
学

生
や
、
夏
学
期
で
修
了
予
定
の
学
生
も
こ
の
卒

業
式
に
参
加
で
き
る
。
八
月
卒
業
の
高
尾
さ
ん

は
、
六
月
に
ガ
ウ
ン
と
キ
ャ
ッ
プ
を
身
に
つ
け

て
、
感
動
の
卒
業
式
に
参
加
し
た
。

　

卒
業
に
必
要
な
単
位
は
一
八
〇
単
位
で
、
一

般
教
養
科
目
、
主
専
攻
専
門
科
目
、
副
専
攻
専

門
科
目
の
合
計
単
位
で
あ
る
（
主
専
攻
に
よ

り
、
副
専
攻
が
必
要
な
場
合
と
不
要
な
場
合
が

あ
る
）。
一
科
目
五
〇
分
授
業
が
週
五
回
で
五

の
取
得
単
位
を
ど
の
程
度
移
行
し
て
も
ら
え
る

か
に
よ
り
、
卒
業
ま
で
の
期
間
は
異
な
る
。

専
攻
で
何
を
ど
の
よ
う
に
学
ぶ
か

　

三
人
に
そ
れ
ぞ
れ
の
専
攻
で
ど
の
よ
う
な
勉

強
を
し
て
い
る
の
か
を
紹
介
し
て
も
ら
お
う
。

藤
井　

個
人
対
個
人
、
個
人
対
多
数
、
女
対

男
、
国
家
対
国
家
な
ど
、
様
々
な
レ
ベ
ル
で
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
特
徴
や
理
論

な
ど
を
学
び
、
あ
と
は
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
レ
ポ
ー
ト
提
出
な
ど

を
ガ
ン
ガ
ン
要
求
さ
れ
ま
す
。
国
レ
ベ
ル
で
そ

の
文
化
に
基
づ
い
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
や
特
徴
を
比
較
し
た
時
に
、
日
本
人
と
し
て

の
意
見
を
い
ろ
い
ろ
と
聞
か
れ
ま
し
た
。
他
の

監
督
の
映
画
も
初
め
て
見
て
、
そ
れ
ま
で
は
ハ

リ
ウ
ッ
ド
映
画
中
心
だ
っ
た
が
、
日
本
映
画
も

た
く
さ
ん
見
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ク
ラ
ス

で
た
だ
一
人
の
ア
ジ
ア
人
だ
っ
た
り
、
英
語
で

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
り
す
る
こ
と

も
多
く
、
人
見
知
り
が
克
服
さ
れ
ま
し
た
。

福
島　

社
会
問
題
を
勉
強
し
た
り
、
そ
れ
ら
を

理
解
す
る
た
め
の
統
計
学
や
デ
ー
タ
分
析
を
勉

強
し
た
り
し
て
い
ま
す
。
ロ
ッ
キ
ー
ド
事
件
が

課
題
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
時
は
、
様
々
な

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
課
題
を
読
み
、
表
に
出
な
か
っ

た
細
か
な
こ
と
ま
で
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
最
初
は
英
語
の
勉
強
に
必
死
で
し
た
が
、

英
語
が
分
か
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
い
ろ
い

ろ
な
科
目
に
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。
社
会
学
や

単
位
と
い
う
数
え
方
な
の
で
、

卒
業
単
位
数
だ
け
を
比
べ
る

と
日
本
の
四
年
制
大
学
（
通
常

一
二
五
単
位
）
よ
り
か
な
り
多

い
よ
う
に
感
じ
る
だ
ろ
う
。
短

大
卒
業
生
は
、
編
入
学
時
に
短

大
で
の
取
得
単
位
を
移
行
し
て

も
ら
う
が
、
何
単
位
が
認
め
ら

れ
る
か
は
個
人
個
人
で
異
な

る
。

　

た
と
え
ば
高
尾
さ
ん
の
場
合

は
、
平
成
二
十
年
春
学
期
・
夏

学
期
は
Ｅ
Ｓ
Ｌ
と
呼
ば
れ
る
大

学
の
付
属
英
語
学
校
で
英
語
を

勉
強
し
た
。
学
部
編
入
は
平
成

二
十
年
の
秋
学
期
か
ら
で
、
単

位
換
算
に
よ
る
移
行
単
位
が

一
〇
〇
単
位
ほ
ど
あ
り
、
平
成

二
十
二
年
の
夏
学
期
ま
で
、
学

部
在
学
二
年
間
で
卒
業
に
必
要

な
単
位
を
取
得
し
た
こ
と
に
な

る
。
専
攻
に
よ
り
、
ま
た
短
大

国
の
学
生
と
意
見
交
換
や
情
報
交
換

を
す
る
こ
と
で
、
新
し
い
こ
と
を
た

く
さ
ん
学
び
ま
し
た
。
初
め
は
「
参

加
型
授
業
」
に
圧
倒
さ
れ
っ
ぱ
な
し

だ
っ
た
け
ど
、
し
ば
ら
く
し
て
慣
れ

て
き
て
、
授
業
中
に
頭
を
フ
ル
回
転

さ
せ
る
こ
と
、
自
分
の
意
見
を
持
つ

こ
と
は
大
切
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。

高
尾　

ハ
リ
ウ
ッ
ド
の
歴
史
、
映
画

の
ジ
ャ
ン
ル
、
映
画
批
評
理
論
等
の

基
本
的
事
柄
を
学
ん
だ
り
、
映
画
の

撮
影
技
術
、
演
出
の
仕
方
な
ど
を
理

論
面
か
ら
勉
強
し
た
り
し
ま
し
た
。

映
画
を
通
し
て
ア
メ
リ
カ
と
日
本
、

ま
た
は
他
の
国
と
の
文
化
の
違
い

や
、
映
画
に
対
す
る
見
方
の
違
い
な

ど
を
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、
黒
澤
明

監
督
な
ど
、
日
本
を
代
表
す
る
映
画



64

ビ
ジ
ネ
ス
は
、
日
本
に
い
た
頃
は
興
味
な
か
っ

た
の
で
す
が
、
英
語
で
勉
強
す
る
と
一
味
違
う

面
白
み
が
あ
り
ま
す
。
社
会
学
で
、
社
会
の
し

く
み
や
自
分
が
今
生
活
し
て
い
る
社
会
に
つ
い

て
知
る
こ
と
で
、
今
ま
で
見
え
な
か
っ
た
世
界

が
漠
然
と
で
す
が
見
え
て
き
た
気
が
し
ま
す
。

授
業
ア
ラ
カ
ル
ト

　

セ
ン
ト
ラ
ル
で
は
、
専
攻
の
種
類
も
授
業
の

種
類
も
半
端
じ
ゃ
な
い
ほ
ど
多
い
。
留
学
し
て

二
年
目
を
迎
え
て
い
る
栄
養
学
専
攻
の
総
合
文

化
学
科
卒
業
生
は
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ワ
イ
ン
・

ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
」
と
い
う
科
目
群
を
履
修
し
て

い
て
、ソ
ム
リ
エ
の
資
格
も
取
得
す
る
予
定
だ
。

し
か
し
、
も
ち
ろ
ん
二
十
一
歳
以
上
で
な
い
と

履
修
で
き
な
い
。
藤
井
さ
ん
と
高
尾
さ
ん
は
体

育
で
「
キ
ッ
ク
ボ
ク
シ
ン
グ
」
を
履
修
し
た
。

他
に
も
「
フ
リ
ス
ビ
ー
」「
ゴ
ル
フ
」「
エ
ア
ロ

ビ
」「
ボ
ー
リ
ン
グ
」「
ジ
ョ
ギ
ン
グ
」
な
ど
な

ど
、
体
育
の
授
業
だ
け
を
と
っ
て
も
選
択
肢
が

非
常
に
多
い
。

　

ど
ん
な
人
材
を
採
用
し
た
ら
会
社
に
と
っ
て

有
利
か
な
ど
を
学
ぶ
「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
リ
ソ
ー
ス

（
人
材
学
）」
の
授
業
も
お
も
し
ろ
そ
う
だ
し
、

キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
穴
を
掘
っ
て
い
る
「
考
古

学
」
も
（
何
が
出
て
く
る
か
知
ら
な
い
け
れ
ど
）

目
と
関
心
を
引
い
た
と
の
こ
と
。
し
か
し
全
て

の
授
業
は
時
間
と
お
金
に
結
び
つ
い
て
い
る
の

で
、
皆
、
卒
業
に
向
け
て
専
門
科
目
に
集
中
し

て
い
る
。
ち
な
み
に
三
人
と
も
短
大
で
の
専
攻

は
英
語
だ
っ
た
。
セ
ン
ト
ラ
ル
で
の
専
攻
は
、

編
入
後
に
一
般
教
養
で
不
足
し
て
い
る
単
位
を

取
り
つ
つ
、
目
当
て
の
専
攻
や
他
の
専
攻
の
勉

強
内
容
を
調
べ
て
か
ら
最
終
決
定
を
し
た
。
ア

メ
リ
カ
人
の
学
生
も
入
学
す
る
時
に
専
攻
が
決

ま
っ
て
い
る
人
ば
か
り
で
は
な
く
、
大
学
で
の

勉
強
を
始
め
て
、
徐
々
に
専
攻
を
絞
っ
て
い
く

学
生
も
多
い
。

授
業
料
お
よ
び
経
費
に
つ
い
て

　

先
ほ
ど「
時
間
と
お
金
」と
い
う
こ
と
を
言
っ

た
が
、
ア
メ
リ
カ
で
は
ど
の
大
学
で
も
、
授
業

料
や
寮
費
、
生
活
費
な
ど
が
年
々
値
上
が
り
し

て
い
る
。
州
立
大
学
の
セ
ン
ト
ラ
ル
だ
が
、
授

業
料
は
各
学
期
お
よ
そ
五
六
〇
〇
ド
ル
。
諸
経

費
込
み
の
金
額
だ
が
、
近
年
は
上
が
り
幅
も
大

い
け
な
い
。
藤
井
さ
ん
も
福
島
さ
ん
も
こ
の
よ

う
な
追
加
の
授
業
料
を
払
っ
て
も
卒
業
が
延
び

る
よ
り
は
良
い
と
い
う
こ
と
で
、
平
成
二
十
二

年
の
秋
学
期
か
ら
は
十
八
単
位
を
超
え
る
履
修

を
し
て
、
少
し
で
も
早
い
卒
業
を
目
指
す
こ
と

に
し
て
い
る
。
オ
ン
ラ
イ
ン
で
受
け
ら
れ
る
授

業
も
あ
る
が
、
こ
れ
も
ま
た
一
科
目
に
つ
き

四
〇
ド
ル
追
加
に
な
る
そ
う
だ
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
コ
ー
ス
は
、
パ
ソ
コ
ン
で
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
自
分
の
好
き
な
時
間
に

受
け
ら
れ
る
通
信
講
座
だ
。
時
間
が
自
由
な

だ
け
で
な
く
、
ど
こ
に
い
て
も
受
講
で
き
る

と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
先
生
の
講
義
を

I-tunes

で
聴
き
、
資
料
は
授
業
の
サ
イ
ト
で

入
手
し
、
チ
ャ
ッ
ト
機
能
を
利
用
し
て
の
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
も
時
間
指
定
で
参
加
す
る
。
福

島
さ
ん
は
こ
の
夏
、
日
本
で
就
職
活
動
を
し
な

が
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で
社
会
学
の
専
門
科
目
を
二

科
目
履
修
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
エ
レ
ン
ズ
バ
ー

グ
に
い
て
普
通
の
授
業
と
オ
ン
ラ
イ
ン
ク
ラ
ス

を
組
み
合
わ
せ
て
受
講
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

生
活
＆
ア
ル
バ
イ
ト
の
こ
と

　

勉
強
の
こ
と
ば
か
り
を
話
題
に
し
て
き
た

が
、
お
金
続
き
で
も
う
ひ
と
つ
。
留
学
生
で
も

学
内
の
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
や
図
書
館
な
ど
で
ア
ル

バ
イ
ト
を
し
て
い
る
人
は
結
構
多
く
、
時
給
は

八
・
五
〇
ド
ル
だ
。
週
二
十
時
間
以
内
と
い
う

制
限
は
あ
る
が
、
藤
井
さ
ん
と
高
尾
さ
ん
は
、

ア
ル
バ
イ
ト
で
ア
パ
ー
ト
代
く
ら
い
は
稼
い
で

き
た
と
い
う
。
留
学
し
て
最
初
の
学
期
は
、皆
、

寮
に
入
っ
て
学
食
を
利
用
し
て
の
生
活
だ
っ
た

が
、
寮
費
が
高
い
の
と
、
食
事
が
合
わ
な
い
こ

と
も
あ
っ
て
、
す
ぐ
に
ア
パ
ー
ト
に
移
っ
た
。

ア
パ
ー
ト
で
は
自
炊
が
で
き
、ご
飯
を
炊
い
て
、

み
そ
汁
を
作
っ
て
、
日
本
食
中
心
の
食
生
活
が

で
き
る
の
で
体
調
も
安
定
す
る
。

　

Ｅ
Ｓ
Ｌ
で
英
語
の
勉
強
を
し
て
い
た
こ
ろ

は
、
時
間
の
余
裕
も
あ
り
、
金
曜
日
は
パ
ー

テ
ィ
!!
土
曜
日
も
パ
ー
テ
ィ
!!
と
い
う
時
も

あ
っ
た
が
、
学
部
に
入
る
と
忙
し
く
て
そ
ん
な

余
裕
は
無
く
な
る
。
金
曜
日
も
勉
強
、土
曜
日
・

日
曜
日
に
は
バ
イ
ト
も
入
れ
た
り
し
て
、
パ
ー

テ
ィ
ど
こ
ろ
で
は
な
く
、
エ
ナ
ジ
ー
・
ド
リ
ン

ク
（
ド
リ
ン
ク
剤
）
を
飲
ん
で
頑
張
っ
た
そ
う

だ
。
そ
し
て
、
日
本
人
同
士
で
話
す
時
は
、
卒

き
く
な
っ
て
い
る
。
し

か
し
一
方
、
フ
ァ
イ
ナ

ン
シ
ャ
ル
・
エ
イ
ド

や
チ
ュ
ー
イ
シ
ョ
ン
・

ウ
ェ
イ
バ
ー
と
呼
ば
れ

る
授
業
料
減
免
制
度
も

利
用
で
き
る
。
松
江

キ
ャ
ン
パ
ス
は
セ
ン
ト

ラ
ル
と
の
長
い
交
流
の

中
で
、
減
免
制
度
も
短

大
卒
業
生
枠
を
設
け
て

も
ら
っ
て
い
て
い
る
の

で
、
大
い
に
利
用
し
て

も
ら
い
た
い
。

　

一
学
期
の
授
業
料
。

こ
れ
は
十
八
単
位
ま
で

の
授
業
料
で
、
そ
れ
を

超
え
る
と
一
単
位
に
つ

き
約
五
〇
〇
ド
ル
を
追

加
し
て
納
め
な
け
れ
ば
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業
単
位
の
話
と
か
、
就
職
活
動
の
話
と
か
が

中
心
に
な
り
、
パ
ー
テ
ィ
は
過
去
の
も
の
に

…
…
、
と
い
う
こ
と
で
、
こ
の
三
人
に
代
表
さ

れ
る
よ
う
に
、
日
本
人
留
学
生
は
大
体
真
面
目

で
勤
勉
な
留
学
生
生
活
を
送
っ
て
い
る
。

　

楽
し
み
は
長
期
休
暇
中
の
国
内
旅
行
で
、
ラ

ス
ベ
ガ
ス
、ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
、カ
ナ
ダ
、ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
な
ど
、
格
安
で
行
け
る
の
で
今
の
う
ち

に
、と
い
う
思
い
で
出
か
け
る
留
学
生
が
多
い
。

エ
レ
ン
ズ
バ
ー
グ
に
住
ん
で
い
る
と
、
シ
ア
ト

ル
は
近
い
の
で
（
車
で
二
時
間
く
ら
い
は
十
分

か
か
る
が
、
あ
の
広
い
ア
メ
リ
カ
で
の
移
動
時

間
と
し
て
は
「
近
い
」
距
離
）
買
い
物
だ
け
で

な
く
、
イ
チ
ロ
ー
の
試
合
も
シ
ー
ズ
ン
中
何
回

か
見
に
行
く
と
い
う
。
そ
の
他
、
感
謝
祭
、
ク

リ
ス
マ
ス
、
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
な
ど
の
行
事
も
、

パ
ー
テ
ィ
や
友
達
の
家
に
招
待
さ
れ
た
り
し
て

楽
し
ん
だ
そ
う
だ
。

卒
業
後
に
向
け
て

　

留
学
生
に
と
っ
て
、
卒
業
後
の
就
職
は
心
配

ご
と
の
一
つ
だ
。
東
海
岸
の
ボ
ス
ト
ン
で
毎
秋

開
催
さ
れ
る
キ
ャ
リ
ア
・
フ
ォ
ー
ラ
ム（Career 

Forum
. N

et 

主
催
―
―
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

こ
の
言
葉
を
検
索
す
る
と
情
報
が
載
っ
て
い

る
）
に
、
昨
秋
、
三
人
は
出
席
し
、
就
職
活
動

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
ボ
ス
ト
ン
で
は
バ
イ

リ
ン
ガ
ル
人
材
を
求
め
る
日
・
米
の
企
業
が

一
〇
〇
社
以
上
ブ
ー
ス
を
出
し
、
企
業
説
明
や

面
接
な
ど
を
行
う
。
同
様
の
企
業
説
明
会
が
ロ

サ
ン
ゼ
ル
ス
や
東
京
で
も
開
催
さ
れ
、
留
学
生

の
就
職
活
動
の
場
と
な
っ
て
い
る
。
東
京
で
の

キ
ャ
リ
ア
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加
す
る
た
め
に
、

夏
休
み
に
日
本
に
一
時
帰
国
す
る
在
学
中
の
留

学
生
も
多
い
。
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
、
ど
ん
な

企
業
が
来
る
か
を
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
チ
ェ
ッ
ク

し
て
、
履
歴
書
を
渡
し
て
歩
く
こ
と
が
就
職
活

動
の
第
一
歩
だ
。

　

今
年
の
夏
、
日
本
で
就
職
活
動
を
し
た
福
島

さ
ん
の
場
合
、
最
終
的
に
は
自
宅
近
く
の
会
社

か
ら
内
定
を
得
て
、
本
人
は
も
と
よ
り
、
家

の
方
た
ち
が
大
変
喜
ば
れ
た
。
彼
女
は
、
英

語
、
韓
国
語
、
中
国
語
の
外
国
語
力
を
大
い
に

ア
ピ
ー
ル
し
た
と
い
う
。
社
会
学
専
攻
の
福
島

さ
ん
だ
が
、
中
国
語
と
韓
国
語
も
セ
ン
ト
ラ
ル

で
二
学
期
間
受
講
し
、
ル
ー
ム
メ
ー
ト
が
中
国

人
、
友
達
は
韓
国
人
と
い
う
環
境
で
生
活
し
た

の
で
、
短
期
間
で
日
常
会
話
が
で
き
る
ほ
ど
の

力
が
つ
い
た
そ
う
だ
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
時
代
に
な
っ
た
お
か
げ

で
、
ど
こ
に
い
て
も
企
業
の
採
用
情
報
が
手
に

入
る
よ
う
に
な
っ
た
。
企
業
も
留
学
経
験
者
の

採
用
に
積
極
的
に
な
っ
て
は
い
る
が
、
留
学
生

の
就
職
活
動
は
簡
単
で
は
な
い
。
履
歴
書
を
書

く
こ
と
一
つ
と
っ
て
も
、
日
本
の
大
学
生
は
大

学
で
の
就
活
支
援
の
中
で
指
導
を
受
け
る
だ
ろ

う
が
、
福
島
さ
ん
の
場
合
、
三
十
社
近
く
の
会

社
の
採
用
試
験
を
受
け
て
、
一
回
一
回
履
歴
書

を
よ
り
良
い
も
の
に
し
て
い
っ
た
と
い
う
。
面

接
や
自
己
Ｐ
Ｒ
な
ど
も
数
を
こ
な
し
な
が
ら
自

分
で
工
夫
を
し
て
い
っ
た
そ
う
だ
。「
語
学
力

も
上
に
は
上
が
い
る
」
と
い
う
こ
と
も
想
像
で

き
る
。
就
職
活
動
が
で
き
る
時
期
が
限
ら
れ
て

い
た
り
、
そ
の
他
に
も
不
利
な
点
は
あ
る
が
、

就
職
活
動
中
の
高
尾
さ
ん
、
藤
井
さ
ん
は
、
留

学
で
学
ん
だ
こ
と
を
自
信
を
持
っ
て
ア
ピ
ー
ル

し
、
頑
張
っ
て
ほ
し
い
。

ア
メ
リ
カ
留
学
を
し
て

　

最
後
に
藤
井
さ
ん
、
高
尾
さ
ん
、
福
島
さ
ん

の
声
を
伝
え
る
。

藤
井　

卒
業
の
見
通
し
が
つ
き
ラ
ス
ト
ス
パ
ー

ト
を
か
け
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
や
っ
ぱ
り
言
葉

の
壁
は
厚
く
高
い
。
自
分
の
言
い
た
い
こ
と
が

伝
わ
ら
な
い
こ
と
に
イ
ラ
イ
ラ
し
た
り
、
そ
ん

な
自
分
自
身
に
嫌
気
が
さ
す
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
自
分
自
身
で
そ
の
状
況
を
乗
り

越
え
て
い
く
力
や
精
神
力
を
養
う
こ
と
が
で
き

て
、
本
当
に
留
学
を
し
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。
留
学
生
活
を
支
え
て
く
れ
て
い
る
両
親
や

家
族
、
友
達
の
存
在
に
、
改
め
て
心
か
ら
感
謝

し
て
い
ま
す
。

高
尾　

ア
メ
リ
カ
で
の
勉
強
を
終
え
て
、
本
当

に
ア
メ
リ
カ
に
行
っ
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。
ア
メ
リ
カ
か
ぶ
れ
だ
っ
た
自
分
が
、
日
本

人
の
几
帳
面
さ
だ
と
か
ま
じ
め
さ
を
改
め
て
知

り
、
日
本
の
良
さ
に
気
付
き
ま
し
た
。
親
元
を

離
れ
て
の
生
活
で
、
生
活
力
も
身
に
つ
い
た
と

思
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
国
の
人
た
ち
と
出
会

い
、
ま
た
日
本
人
の
中
で
も
、
日
本
に
い
た
ら

出
会
え
な
か
っ
た
人
た
ち
と
出
会
う
こ
と
が
で

き
、
ア
メ
リ
カ
留
学
か
ら
得
た
も
の
は
本
当
に

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

福
島　

ア
メ
リ
カ
に
留
学
し
て
一
番
思
う
こ
と

は
、
自
分
の
視
野
や
世
界
が
広
が
っ
た
こ
と
で

す
。
二
十
年
間
地
元
を
離
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
ア
メ
リ
カ
で
の
生
活
で
は
、
困

難
や
失
敗
な
ど
も
あ
り
ま
し
た
が
、
自
分
に
喝

を
入
れ
、時
に
は
留
学
生
同
士
で
励
ま
し
あ
い
、

目
標
の
卒
業
に
向
か
っ
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

今
、
改
め
て
自
分
の
育
っ
て
き
た
環
境
に
感
謝

し
て
い
ま
す
。
家
族
の
支
え
な
く
し
て
留
学
は

な
か
っ
た
し
、
地
元
に
帰
っ
て
き
た
時
に
「
お

か
え
り
」
と
迎
え
て
く
れ
る
友
達
が
い
て
く
れ

る
の
で
、
自
分
の
原
点
を
見
失
う
こ
と
な
く
、

今
ま
で
頑
張
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

藤
井
さ
ん
、
高
尾
さ
ん
、
福
島
さ
ん
の
今
後

の
活
躍
を
祈
っ
て
い
る
。

（
こ
だ
ま
・
よ
う
こ
／
総
合
文
化
学
科
教
員
＊
ア
メ

リ
カ
文
学
）


